
・
一
般

社 団 法
人
養
秀

同窓会

・
一
般

社 団 法
人
養
秀

同窓会

26
2024.5.1

「海邦養秀」は、1798 年に国学を創建した際、時の琉球国王「尚温」が揮毫したものである。
国学を引継ぐ県立第一中学校の講堂に掲げられていたが、戦争で焼失した。その後、
拓本を元に復元され、現在は首里高校体育館舞台正面に掲げられている。
「海邦」とは海に囲まれた邦のことで「養秀」とは優れた人材を育成するという意味である。

「海邦養秀」は、1798 年に国学を創建した際、時の琉球国王「尚温」が揮毫したものである。
国学を引継ぐ県立第一中学校の講堂に掲げられていたが、戦争で焼失した。その後、
拓本を元に復元され、現在は首里高校体育館舞台正面に掲げられている。
「海邦」とは海に囲まれた邦のことで「養秀」とは優れた人材を育成するという意味である。

2024 年 5月 25日（土）
場所…ダブルツリーｂｙヒルトン首里城　守礼の間

15：30～ 代議員総会
17：00～ 17：40 記念演奏会（吹奏楽部・合唱部）
18：00～ 養秀同窓会大交流会

【予定演目】
・なぎなた部模範演舞
・演劇部　朗読劇「あの夏の織姫（瑞泉学徒隊）」
・ダンス部
・石嶺聡子ライブ
・楽団「すい」

令和６年度 定時総会・大交流会令和６年度 定時総会・大交流会
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養
秀
同
窓
会
会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
か
ら

同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
代
議
員
改
選
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
に
外
間
喜
明（
24
期
）眞
榮
城
裕（
25

期
）潮
平
芳
和（
34
期
）の
3
氏
を
選
任
し
、
4
月
12

日
に
新
し
い
代
議
員
87
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。5
月

25
日
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
理
事
・
監
事
及
び
正

副
会
長
の
選
出
予
定
で
す
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

て
は
、
引
き
続
き
同
窓
会
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
首
里
高
校
で
は
、
3
月
1
日
に
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
第
79
期
生
3
8
9
名
が
卒
業
し
、
同
時
に
同

窓
会
へ
入
会
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　
首
里
高
校
は
、
歴
史
と
伝
統
が
最
も
長
く
古
い
学

校
で
す
。「
海
邦
養
秀
」の
下
、文
武
両
道
に
励
み
、昨

年
度
は
、
国
公
立
大
学
や
私
学
に
現
役
で
2
9
9
名

の
合
格
者
を
出
し
、
部
活
動
で
は
、
数
多
く
の
優
勝
、

上
位
入
賞
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
社
会
活
動
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒

が「
首
里
高
祭
」の
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部
を「
南
部

医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
」
や
「
首

里
城
基
金
」
に
寄
付
を
す
る
な
ど
、
広
く
校
外
活
動

に
も
目
を
向
け
る
優
し
い
心
と
積
極
性
を
育
ん
だ

生
徒
が
増
え
、
時
代
に
即
応
し
た
校
風
も
育
ち
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
同
窓
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
母
校
へ

の
支
援
」
で
す
が
、
毎
年
3
8
0
万
円
を
学
校
支
援

金
と
し
て
拠
出
し
て
い
ま
す
。奨
学
金
に
つ
い
て
も
、

貸
与
型
奨
学
金
、
在
校
生
へ
の
給
付
金
、
難
関
大
学
、

医
学
、
歯
学
、
薬
学
に
進
学
す
る
生
徒
の
給
付
型
入

学
支
度
金
「
今
回
か
ら
過
卒
生
（
1
浪
に
限
る
）」
も

対
象
と
し
、
広
く
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。海

外
留
学
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
オ
ナ
イ
ダ
高
校

と
の
交
流
が
復
活
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。養

秀
同
窓
会
長
賞
は
、
な
ぎ
な
た
部
、
書
道
の
内
間
琉

さ
ん
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
崎
山
翔
生
さ
ん
に
卒
業
式

で
授
与
し
、
そ
の
努
力
を
讃
え
る
と
共
に
今
後
の
更

な
る
躍
進
に
期
待
を
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
同
窓
生
か
ら
の
支
援
も
活
発
に
な
り
、
生

物
部
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
と
、
第
25
期
の
村
吉

政
勇
さ
ん
が
、
後
輩
た
ち
の
活
躍
に
感
激
し
、
部
活

動
費
用
と
し
て
40
万
円
寄
付
と
生
物
標
本
を
届
け

激
励
し
ま
し
た
。ま
た
第
11
期
の
玉
城
盛
松
さ
ん
か

ら
養
秀
文
庫
の
充
実
の
為
1
0
0
万
円
の
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
昨
年
の
一
中
健
児
之
塔
慰
霊
祭
は
、
平
常

通
り
の
開
催
を
行
い
、
ご
遺
族
、
津
野
校
長
以
下
教

職
員
及
び
生
徒
、
20
会
会
員
及
び
同
窓
生
等
約

7
5
0
名
の
参
加
の
下
、
し
め
や
か
に
執
り
行
い
ま

し
た
。新
1
年
生
は
一
中
健
児
之
塔
及
び
一
中
学
徒

資
料
室
で
、
平
和
学
習
の
講
義
を
受
け
慰
霊
祭
に
臨

み
ま
し
た
。

　
な
お
、
慰
霊
祭
に
先
立
ち
、
同
窓
生
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
部

活
の
生
徒
諸
君
が
雨
中
に
関
わ
ら
ず
、
慰
霊
碑
の
拭

き
掃
除
や
庭
園
の
草
刈
り
等
の
清
掃
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
先
に
発
刊
し
た
遺
書
集
「
一
中
学
徒
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
各
ク
ラ
ス
に
配
本
し
、
生
徒
が

何
時
で
も
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。遺
書
集
は
、

増
刷
の
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
8
0
0
冊

の
増
刷
を
し
ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
昨
年
9
月
「
第

17
回
養
秀
育
英
奨
学
基
金
造
成
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開

催
し
、
28
組
1
0
2
名
の
参
加
が
あ
り
、
基
金
造
成

も
約
45
万
円
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
お
願
い
申
し
上
げ

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会 長 與儀 毅
  （首里高21期）

一般社団法人
養秀同窓会

【
略
歴
】
一
九
七
〇
年
琉
球
大
学
卒
。沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
協
会
、

県
リ
ゾ
ー
ト
開
発
公
社
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
会

場「
万
国
津
梁
館
」初
代
館
長
、
元
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー

館
長
。元
沖
縄
県
調
停
協
会
連
合
会
副
会
長
。養
秀
同
窓
会
で

は
、事
務
局
長
、副
会
長
を
経
て
、令
和
四
年
、会
長
に
就
任
。

会
長
の
ご
挨
拶

会
長
の
ご
挨
拶

大田 朝章（11期）
津野 良信

（首里高等学校長）

田場 稔（16期）
顧 問

副 会 長
業務執行理事

又吉 盛秀（25期）

総 務 部 会

予算･決算･会費
総 会・交 流 会
慰 霊 祭 開 催

副 会 長 副 会 長 副 会 長 副 会 長 事 務 局副 会 長

與儀 喜邦（30期）

法規･文庫部会

定款･規則等制定
養 秀 の 杜
養 秀 文 庫

福原 修（33期）

企画･育英部会

育英奨学金制度
囲碁･ゴルフ大会
親 睦 レク 企 画

太田 幸子（24期）

平和･組織部会

一中学徒隊資料室
平 和 学 習
各 同 期 会 連 携
各種OB会連携

大城 信子（23期）

広 報 部 会

広 報 誌 の 発 行
ホームページ管理
会 員 名 簿 管 理

安仁屋 宗一郎
(首里高等学校教頭)

首 里 高 校

学 事 報 告
Ｐ Ｔ Ａ 連 携
周 年 事 業

本田 富士夫（28期）

事 務 局

総 務
予 算 ・ 決 算
会 計 等

生 徒 会 交 流 施 設 管 理

会 長

與儀 毅（21期）
渡久川 兼友（21期）

宜保 諭（34期）

比嘉 徳和（31期）
監 事 組織図

令和６年３月現在

令和6年度 定時総会・大交流会のお知らせ
　今年も行われます、定時総会・大交流会！さまざまな年代のかたがたが集まり、わきあいあいと語りあう楽しい
交流会です。久しぶりの顔、初めて見る顔、み～んな養秀同窓会のメンバーですよー♪
　お友達を誘って、ぜひぜひ集まりましょーう！おいしい食事 & 楽しい舞台がありますよ！
　当日の盛り上がりの様子は、後日、動画でも配信予定ですので、こちらの QR コードを
随時チェックしてくださいね！

一般社団法人 養秀同窓会 代議員名簿 （令和6年度～令和7年度）

一中58回

十七会

さくら会

5期

6期

10期

11期

11期

12期

12期

13期

14期

定5期

定5期

16期

16期

16期

17期

18期

19期

19期

20期

21期

21期

21期

22期

22期

22期

23期

23期

23期

24期

24期

25期

25期

25期

26期

26期

27期

27期

28期

28期

29期

30期

30期

30期

31期

31期

33期

33期

33期

33期

34期

34期

34期

36期

38期

38期

38期

39期

40期

41期

41期

42期

43期

44期

45期

45期

46期

47期

47期

47期

48期

48期

49期

50期

50期

53期

53期

54期

55期

58期

59期

62期

63期

65期

66期

宮城　政三郎

久 高 　 安 進

山 田 　 芳 男

真 栄 城 　 晃

西 平 　 守 雄

仲 里 　 恒 雄

大 田 　 朝 章

玉 城 　 盛 松

安仁屋　政禎

岸 本 　 幸 秀

安里　きよ子

鎌田　佐多子

城 間 　 三 郎

多和田　眞好

田 場 　 稔

新 城 　 安 勝

花 城 　 晧 夫

佐 久 本 　 武

宮 城 　 勝

仲 里 　 朝 勝

仲 地 　 博

又 吉 　 孝 一

與 儀 　 毅

内 間 　 栄 行

玉 城 　 仁

伊佐　嘉一郎

川 上 　 洋 子

中 今 　 純

長 嶺 　 將 邦

大 城 　 信 子

真栄平　史子

太 田 　 幸 子

山入端　惠子

又 吉 　 盛 秀

山 田 　 親 信

豊 平 　 良 孝

比 嘉 　 武 宏

吉 川 　 浩 正

池 原 　 茂 一

神 谷 　 朝 雄

本田　富士夫

稲 福 　 馨

森 田 　 明

真 喜 屋 　 治

與 儀 　 喜 邦

金 城 　 正 幸

湧 上 　 民 雄

城 間 　 薫

福 原 　 修

座 波 　 嘉 弘

比 嘉 　 直 人

久部良　和子

宜 保 　 諭

仲井間　淳一

大城　千栄美

稲 嶺 　 穂

新 里 　 史 子

阿 波 連 　 光

幸 地 　 毅 昌

田 名 　 毅

伊良波　朝義

津 野 　 良 信

眞榮城　幸浩

仲井間　剛二

平 良 　 斗 星

新 川 　 秀 人

安 里 　 幸 治

知 花 　 剛

安仁屋宗一郎

新 垣 　 忍

親 川 　 哲

能 間 　 優 二

島 袋 　 元

仲村渠　久司

瑞慶覧　長由

波上　こずみ

知 念 　 一 美

仲 地 　 宗 幸

外 間 　 元 人

比 嘉 　 秀 太

渡 口 　 剛

中 村 　 圭 介

武 島 　 立 典

辻 　 太 一

多和田眞之介

浜 川 　 愛

城 間 　 富 也

日　　時●令和 6年 5月 25日（土）
時　　間●15：30～16：30　代議員総会
受　　付●１６：３０～
記念演奏●１７：００～１７：４０　首里高校　吹奏楽・合唱部　演奏
大交流会●１８：００～２０：００
場　　所●ダブルツリーbyヒルトン首里城　守礼の間　那覇市首里山川町 1-132-1
会　　費●3,000円（フリーフード・フリードリンク）　前売チケットのお問い合わせは事務局まで
司会進行●島袋 彩子（46期）

大交流会の主なプログラム（予定）
　■模範演舞　なぎなた部
　■朗読劇「あの夏の織姫（瑞泉学徒隊）」演劇部
　■ダンス演舞　ダンス部
　■ステージ　石嶺 聡子（49期）
　■演奏　吹奏楽団「すい」　首里高校OB　発足　一般吹奏団

2



2

　
養
秀
同
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会
会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
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ら

同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
代
議
員
改
選
の
年
に
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す
。

選
挙
管
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委
員
に
外
間
喜
明（
24
期
）眞
榮
城
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25

期
）潮
平
芳
和（
34
期
）の
3
氏
を
選
任
し
、
4
月
12

日
に
新
し
い
代
議
員
87
名
が
決
ま
り
ま
し
た
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月

25
日
の
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時
総
会
に
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、
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事
・
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正
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会
長
の
選
出
予
定
で
す
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に
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は
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同
窓
会
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の
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を
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ま
す

よ
う
宜
し
く
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申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
首
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高
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で
は
、
3
月
1
日
に
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式
が
行
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れ
、
第
79
期
生
3
8
9
名
が
卒
業
し
、
同
時
に
同

窓
会
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入
会
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　
首
里
高
校
は
、
歴
史
と
伝
統
が
最
も
長
く
古
い
学

校
で
す
。「
海
邦
養
秀
」の
下
、文
武
両
道
に
励
み
、昨

年
度
は
、
国
公
立
大
学
や
私
学
に
現
役
で
2
9
9
名

の
合
格
者
を
出
し
、
部
活
動
で
は
、
数
多
く
の
優
勝
、

上
位
入
賞
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
社
会
活
動
と
し
て
、
デ
ザ
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ン
科
の
生
徒

が「
首
里
高
祭
」の
バ
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ー
売
上
金
の
一
部
を「
南
部
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療
セ
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・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
」
や
「
首
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城
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」
に
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を
す
る
な
ど
、
広
く
校
外
活
動

に
も
目
を
向
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い
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生
徒
が
増
え
、
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代
に
即
応
し
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校
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も
育
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つ
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り
ま
す
。

　
さ
て
、
同
窓
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
母
校
へ

の
支
援
」
で
す
が
、
毎
年
3
8
0
万
円
を
学
校
支
援

金
と
し
て
拠
出
し
て
い
ま
す
。奨
学
金
に
つ
い
て
も
、

貸
与
型
奨
学
金
、
在
校
生
へ
の
給
付
金
、
難
関
大
学
、

医
学
、
歯
学
、
薬
学
に
進
学
す
る
生
徒
の
給
付
型
入

学
支
度
金
「
今
回
か
ら
過
卒
生
（
1
浪
に
限
る
）」
も

対
象
と
し
、
広
く
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。海

外
留
学
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
オ
ナ
イ
ダ
高
校

と
の
交
流
が
復
活
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。養

秀
同
窓
会
長
賞
は
、
な
ぎ
な
た
部
、
書
道
の
内
間
琉

さ
ん
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
崎
山
翔
生
さ
ん
に
卒
業
式

で
授
与
し
、
そ
の
努
力
を
讃
え
る
と
共
に
今
後
の
更

な
る
躍
進
に
期
待
を
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
同
窓
生
か
ら
の
支
援
も
活
発
に
な
り
、
生

物
部
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
と
、
第
25
期
の
村
吉

政
勇
さ
ん
が
、
後
輩
た
ち
の
活
躍
に
感
激
し
、
部
活

動
費
用
と
し
て
40
万
円
寄
付
と
生
物
標
本
を
届
け

激
励
し
ま
し
た
。ま
た
第
11
期
の
玉
城
盛
松
さ
ん
か

ら
養
秀
文
庫
の
充
実
の
為
1
0
0
万
円
の
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
昨
年
の
一
中
健
児
之
塔
慰
霊
祭
は
、
平
常

通
り
の
開
催
を
行
い
、
ご
遺
族
、
津
野
校
長
以
下
教

職
員
及
び
生
徒
、
20
会
会
員
及
び
同
窓
生
等
約

7
5
0
名
の
参
加
の
下
、
し
め
や
か
に
執
り
行
い
ま

し
た
。新
1
年
生
は
一
中
健
児
之
塔
及
び
一
中
学
徒

資
料
室
で
、
平
和
学
習
の
講
義
を
受
け
慰
霊
祭
に
臨

み
ま
し
た
。

　
な
お
、
慰
霊
祭
に
先
立
ち
、
同
窓
生
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
部

活
の
生
徒
諸
君
が
雨
中
に
関
わ
ら
ず
、
慰
霊
碑
の
拭

き
掃
除
や
庭
園
の
草
刈
り
等
の
清
掃
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
先
に
発
刊
し
た
遺
書
集
「
一
中
学
徒
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
各
ク
ラ
ス
に
配
本
し
、
生
徒
が

何
時
で
も
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。遺
書
集
は
、

増
刷
の
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
8
0
0
冊

の
増
刷
を
し
ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
昨
年
9
月
「
第

17
回
養
秀
育
英
奨
学
基
金
造
成
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開

催
し
、
28
組
1
0
2
名
の
参
加
が
あ
り
、
基
金
造
成

も
約
45
万
円
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
お
願
い
申
し
上
げ

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会 長 與儀 毅
  （首里高21期）

一般社団法人
養秀同窓会

【
略
歴
】
一
九
七
〇
年
琉
球
大
学
卒
。沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
協
会
、

県
リ
ゾ
ー
ト
開
発
公
社
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
会

場「
万
国
津
梁
館
」初
代
館
長
、
元
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー

館
長
。元
沖
縄
県
調
停
協
会
連
合
会
副
会
長
。養
秀
同
窓
会
で

は
、事
務
局
長
、副
会
長
を
経
て
、令
和
四
年
、会
長
に
就
任
。

会
長
の
ご
挨
拶

会
長
の
ご
挨
拶

大田 朝章（11期）
津野 良信

（首里高等学校長）

田場 稔（16期）
顧 問

副 会 長
業務執行理事

又吉 盛秀（25期）

総 務 部 会

予算･決算･会費
総 会・交 流 会
慰 霊 祭 開 催

副 会 長 副 会 長 副 会 長 副 会 長 事 務 局副 会 長

與儀 喜邦（30期）

法規･文庫部会

定款･規則等制定
養 秀 の 杜
養 秀 文 庫

福原 修（33期）

企画･育英部会

育英奨学金制度
囲碁･ゴルフ大会
親 睦 レク 企 画

太田 幸子（24期）

平和･組織部会

一中学徒隊資料室
平 和 学 習
各 同 期 会 連 携
各種OB会連携

大城 信子（23期）

広 報 部 会

広 報 誌 の 発 行
ホームページ管理
会 員 名 簿 管 理

安仁屋 宗一郎
(首里高等学校教頭)

首 里 高 校

学 事 報 告
Ｐ Ｔ Ａ 連 携
周 年 事 業

本田 富士夫（28期）

事 務 局

総 務
予 算 ・ 決 算
会 計 等

生 徒 会 交 流 施 設 管 理

会 長

與儀 毅（21期）
渡久川 兼友（21期）

宜保 諭（34期）

比嘉 徳和（31期）
監 事 組織図

令和６年３月現在

令和6年度 定時総会・大交流会のお知らせ
　今年も行われます、定時総会・大交流会！さまざまな年代のかたがたが集まり、わきあいあいと語りあう楽しい
交流会です。久しぶりの顔、初めて見る顔、み～んな養秀同窓会のメンバーですよー♪
　お友達を誘って、ぜひぜひ集まりましょーう！おいしい食事 & 楽しい舞台がありますよ！
　当日の盛り上がりの様子は、後日、動画でも配信予定ですので、こちらの QR コードを
随時チェックしてくださいね！

一般社団法人 養秀同窓会 代議員名簿 （令和6年度～令和7年度）

一中58回

十七会

さくら会

5期

6期

10期

11期

11期

12期

12期

13期

14期

定5期

定5期

16期

16期

16期

17期

18期

19期

19期

20期

21期

21期

21期

22期

22期

22期

23期

23期

23期

24期

24期

25期

25期

25期

26期

26期

27期

27期

28期

28期

29期

30期

30期

30期

31期

31期

33期

33期

33期

33期

34期

34期

34期

36期

38期

38期

38期

39期

40期

41期

41期

42期

43期

44期

45期

45期

46期

47期

47期

47期

48期

48期

49期

50期

50期

53期

53期

54期

55期

58期

59期

62期

63期

65期

66期

宮城　政三郎

久 高 　 安 進

山 田 　 芳 男

真 栄 城 　 晃

西 平 　 守 雄

仲 里 　 恒 雄

大 田 　 朝 章

玉 城 　 盛 松

安仁屋　政禎

岸 本 　 幸 秀

安里　きよ子

鎌田　佐多子

城 間 　 三 郎

多和田　眞好

田 場 　 稔

新 城 　 安 勝

花 城 　 晧 夫

佐 久 本 　 武

宮 城 　 勝

仲 里 　 朝 勝

仲 地 　 博

又 吉 　 孝 一

與 儀 　 毅

内 間 　 栄 行

玉 城 　 仁

伊佐　嘉一郎

川 上 　 洋 子

中 今 　 純

長 嶺 　 將 邦

大 城 　 信 子

真栄平　史子

太 田 　 幸 子

山入端　惠子

又 吉 　 盛 秀

山 田 　 親 信

豊 平 　 良 孝

比 嘉 　 武 宏

吉 川 　 浩 正

池 原 　 茂 一

神 谷 　 朝 雄

本田　富士夫

稲 福 　 馨

森 田 　 明

真 喜 屋 　 治

與 儀 　 喜 邦

金 城 　 正 幸

湧 上 　 民 雄

城 間 　 薫

福 原 　 修

座 波 　 嘉 弘

比 嘉 　 直 人

久部良　和子

宜 保 　 諭

仲井間　淳一

大城　千栄美

稲 嶺 　 穂

新 里 　 史 子

阿 波 連 　 光

幸 地 　 毅 昌

田 名 　 毅

伊良波　朝義

津 野 　 良 信

眞榮城　幸浩

仲井間　剛二

平 良 　 斗 星

新 川 　 秀 人

安 里 　 幸 治

知 花 　 剛

安仁屋宗一郎

新 垣 　 忍

親 川 　 哲

能 間 　 優 二

島 袋 　 元

仲村渠　久司

瑞慶覧　長由

波上　こずみ

知 念 　 一 美

仲 地 　 宗 幸

外 間 　 元 人

比 嘉 　 秀 太

渡 口 　 剛

中 村 　 圭 介

武 島 　 立 典

辻 　 太 一

多和田眞之介

浜 川 　 愛

城 間 　 富 也

日　　時●令和 6年 5月 25日（土）
時　　間●15：30～16：30　代議員総会
受　　付●１６：３０～
記念演奏●１７：００～１７：４０　首里高校　吹奏楽・合唱部　演奏
大交流会●１８：００～２０：００
場　　所●ダブルツリーbyヒルトン首里城　守礼の間　那覇市首里山川町 1-132-1
会　　費●3,000円（フリーフード・フリードリンク）　前売チケットのお問い合わせは事務局まで
司会進行●島袋 彩子（46期）

大交流会の主なプログラム（予定）
　■模範演舞　なぎなた部
　■朗読劇「あの夏の織姫（瑞泉学徒隊）」演劇部
　■ダンス演舞　ダンス部
　■ステージ　石嶺 聡子（49期）
　■演奏　吹奏楽団「すい」　首里高校OB　発足　一般吹奏団
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項 目

1. 収入の部
予算額 備 考

基 本 財 産 運 用 益 19,391,000

受 取 入 会 金 400,000 新 卒 者 入 会 金

受 取 会 費 4,700,000

年 会 費 収 入 3,500,000

そ の 他 会 費 収 入

会 館 使 用 料 収 入

協 賛 広 告 収 入

1,200,000 交流会等行事会費収入

事 業 収 入 1,350,000

1,200,000

150,000 会 報 誌 へ の 協 賛 広 告

寄 付 金 等 500,000 慰 霊 祭 ､ 奨 学金寄附等

雑 収 入 200,000 自 販 機 収 入 他

合 計 26,541,000

収 支 差 額 -5,230,000

税引前当期一般財産増減額 -5,230,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

当期一般財産増減額 -5,830,000

正 味 財 産 期 首 残 高 1,010,394,707 前期(令和5年度)決算確定後訂正

正 味 財 産 期 末 残 高 1,004,564,707 　

項 目

2. 支出の部
予算額 備 考

事 業 費 11,011,000

印 刷 製 本 費 1,250,000 会 報 製 作 印 刷 他

慰 霊 祭 費

学 校 支 援 費

奨 学 給 付 金

850,000

行 事 費 等 2,100,000 総 会 ･ 交 流 会 等

3,800,000 母 校 支 援

1,516,000 在校生支援、進学支度金給付等

支 払 助 成 金 595,000 県 外 5 支 部 補 助

展示室･文庫経費 900,000 展示室資料修復保存整備等

管 理 費 12,910,000

人 件 費 4,000,000

通 信 費

減 価 償 却 費

そ の 他 経 費

2,000,000 会 報 発 送 料 他

会 館 経 費 2,560,000 水道光熱費･修繕整備費等

2,200,000

2,150,000 事 務 費 等

固 定 資 産 税 等 7,850,000 固 定 資 産 税

合 計 31,771,000

資料2.令和6年度 収支予算並びに事業計画（案）
2024.3.23予算理事会承認資料(急な事情で変更になることもあります)

項 目

1. 収入の部
予算額

基 本 財 産 運 用 益 19,389,000

受 取 入 会 金 400,000

受 取 会 費 4,700,000

年 会 費 収 入 3,500,000

そ の 他 会 費 収 入

会 館 使 用 料 収 入

協 賛 広 告 収 入

1,200,000

事 業 収 入 1,350,000

1,200,000

150,000

寄 附 金 等 500,000

雑 収 入 200,000

合 計 26,539,000

決算見込額

19,389,114

389,000

3,338,000

2,110,000

1,228,000

1,445,900

1,295,900

150,000

2,182,963

115,000

26,859,977

収 支 差 額 -4,642,000

固 定 資 産 除 却 損

税引前当期一般財産増減額 -4,642,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

税引後当期一般財産増減額 -5,242,000

正 味 財 産 期 首 残 高 1,015,598,588

項 目

2. 支出の部
予算額

事 業 費 10,561,000

印 刷 製 本 費 1,150,000

慰 霊 祭 費

学 校 支 援 費

奨 学 金 給 与 費

800,000

行 事 費 等 1,800,000

3,800,000

1,516,000

支 部 補 助 費 595,000

展示室･文庫経費 900,000

管 理 費 13,020,000

人 件 費 4,000,000

通 信 費

減 価 償 却 費

そ の 他 経 費

2,000,000

会 館 経 費 2,820,000

2,200,000

2,000,000

固 定 資 産 税 等 7,600,000

合 計 31,181,000

-4,353,878

3

-4,353,881

850,000

-5,203,881

1,015,598,588

正 味 財 産 期 末 残 高 1,010,356,588 1,010,394,707

決算見込額

11,345,561

1,100,000

843,975

2,100,586

3,800,000

1,346,000

595,000

1,560,000

12,289,994

3,950,000

1,900,000

2,377,553

2,291,307

1,771,134

7,578,300

31,213,855

資料1.令和5年度 収支決算(見込)並びに事業報告
2024.3.23予算理事会承認資料(決算確定後金額に変更があります)

総 会 資 料

【事業計画】

1. 定時総会・交流会開催・一中健児之塔慰霊祭

2. 母校支援(学校支援、奨学金貸与･在校生支援･進学､留学支援)

3. 山之口獏・東恩納寛惇氏 書修復

4. 養秀会館の充実（修繕・整備）

5. 広報誌の発行(3回)､ホームページの充実

6. 養秀ゴルフ大会開催

【事業計画】

1. 母校支援(学校支援、貸与奨学金、給付奨学金）

2. 一中健児之塔慰霊祭の開催　6/23（日)

3. 定時総会・交流会開催　5/25（土）

4. 広報誌の発行（3回）、ホームページの充実

　会員相互のネットワーク促進

5. 養秀会館の管理運営(利用促進・補修清掃維持管理)

　一中学徒隊資料展示室及び養秀文庫の管理･運営

一中健児之塔慰霊祭
令和６年度　第79回

生
徒
代
表
の
誓
い
の
言
葉

　
養
秀
同
窓
会
で
は
、
毎
年
６
月

23
日
に
『
一
中
健
児
之
塔
慰
霊

祭
』を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た

３
０
０
余
名
の
一
中
健
児
と
職

員
の
御
霊
を
慰
霊
し
恒
久
平
和

を
祈
願
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
母

校
の
首
里
高
等
学
校
で
も
平
和

教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。現
在
母
校
で
学
ぶ
前

途
有
為
な
若
者
た
ち
が
二
度
と

悲
惨
な
目
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
日
で
す
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

策
も
解
除
さ
れ
、
元
学
徒
・
遺
族

の
皆
様
や
同
窓
会
員
も
多
く
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の

会
員
が
、
恒
久
平
和
を
祈
願
し
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
三
日

　沖
縄
県
立
首
里
高
等
学
校

　生
徒
会
長

　田
中 

煌
洋

「
一
中
健
児
之
塔
」

慰
霊
祭
の
案
内

す
。こ
こ
に
眠
る
学
生
は
も
っ
と
長

く
生
き
る
は
ず
で
し
た
、
生
き
ら
れ

る
は
ず
で
し
た
。一
人
一
人
に
は
自

分
が
叶
え
た
い
夢
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。愛
し
て
や
ま
な
い
友
達
や
家

族
が
い
た
は
ず
で
す
。そ
ん
な
未
来

を
奪
っ
た
沖
縄
戦
を
恨
ん
で
も
恨

み
切
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
平
和
に

つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。悲
惨
な

戦
い
を
繰
り
広
げ
た
沖
縄
だ
か
ら

こ
そ
、
よ
り
平
和
の
大
切
さ
を
発
信

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。い
ま
だ
世
界
で
は
絶
え
ず
戦
争

が
続
い
て
い
ま
す
。ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
す
で
に
1
年
以

上
も
続
い
て
い
ま
す
。沖
縄
戦
の
よ

う
な
惨
劇
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

す
。私
た
ち
は
止
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。平
和
の
尊
さ
を
、
過
去
の

苦
し
み
を
伝
え
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
し
て
私
た
ち
は
、
異
な
る
価
値

観
や
文
化
を
持
つ
人
々
が
、
相
手
を

尊
重
し
、
対
話
を
通
じ
て
解
決
策
を

模
索
す
る
こ
と
。自
己
中
心
的
な
思

考
を
改
め
、
個
人
の
心
の
在
り
方
や

意
識
を
変
え
改
め
る
こ
と
。戦
争
と

い
う
も
の
が
ど
れ
だ
け
愚
か
な
行

為
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
や
、
戦
争

を
経
験
し
た
方
々
の
心
情
を
理
解

し
、
そ
の
教
訓
を
引
き
継
ぎ
、
平
和

を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
戦
後
78
年
が
た
ち
、
戦

争
を
体
験
し
た
方
々
は
徐
々
に
少

な
く
な
り
、
ま
た
、
昨
今
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
こ
の
慰

霊
祭
の
参
列
者
も
減
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
こ
う
し
て
多
く
の
参

列
の
方
々
と
首
里
高
校
一
学
年
の

生
徒
と
と
も
に
慰
霊
祭
を
開
催
で

き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。時
代
が
進
み
、
世
代
を
超
え

て
、
こ
う
し
て
平
和
の
願
い
を
胸

に
、
一
同
が
巡
り
合
え
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
恒
久
平
和
へ

の
思
い
を
共
有
し
、
沖
縄
戦
と
平
和

へ
の
希
求
を
語
り
継
い
で
ゆ
く
使

命
を
心
に
刻
み
、
次
世
代
へ
繋
げ
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
、
誓
い
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

　
1
9
4
5
年
6
月
23
日
、
日
本
の
組

織
的
な
戦
闘
が
終
わ
り
、
1
9
4
5
年

8 

月
15
日
、終
戦
の
宣
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。日
本
は
そ
の
戦
争
で
多
く
の
命

を
失
い
、
事
、
沖
縄
戦
で
は
ど
れ
だ
け

多
く
の
人
が
命
を
奪
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
日
本
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
の

小
さ
な
島
で
激
し
く
争
い
ま
し
た
。

「
鉄
血
勤
皇
隊
」
私
た
ち
と
同
じ
年

代
の
学
生
や
、
子
供
た
ち
ま
で
も
が

戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
「
御
国
の
た
め

に
」
と
戦
争
に
身
を
投
げ
出
し
ま
し

た
。鉄
の
暴
風
ど
呼
ば
れ
る
艦
砲
射

撃
の
中
、
銃
を
持
っ
た
敵
に
対
し
て

竹
や
り
で
挑
ん
だ
実
態
、
ど
れ
だ
け

の
恐
怖
と
絶
望
感
に
包
ま
れ
て
い

た
か
、
一
人
一
つ
の
手
り
ゅ
う
弾
で

自
決
を
迫
ら
れ
る
恐
怖
、
級
友
た
ち

の
悲
鳴
、
日
に
日
に
広
が
る
地
獄
絵

図
、
感
情
と
い
う
も
の
は
も
う
そ
こ

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。国
の
た
め
に
命

を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
正
し
い
と
思

い
込
み
、
反
抗
す
れ
ば
非
国
民
扱
い

を
受
け
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ

て
い
っ
た
惨
状
が
ど
れ
だ
け
の
人

を
苦
し
め
ひ
と
り
ひ
と
り
の
大
切

な
命
を
戦
争
に
追
い
や
っ
た
の
か
。

　
こ
こ
一
中
健
児
の
塔
は
、
沖
縄
戦

で
亡
く
な
っ
た
八
百
名
あ
ま
り
の

教
職
員
や
学
徒
隊
が
眠
っ
て
い
ま

日　時 ： 令和６年６月23日（日）　午前11時受付

場　所 ： 一中健児之塔前庭
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項 目

1. 収入の部
予算額 備 考

基 本 財 産 運 用 益 19,391,000

受 取 入 会 金 400,000 新 卒 者 入 会 金

受 取 会 費 4,700,000

年 会 費 収 入 3,500,000

そ の 他 会 費 収 入

会 館 使 用 料 収 入

協 賛 広 告 収 入

1,200,000 交流会等行事会費収入

事 業 収 入 1,350,000

1,200,000

150,000 会 報 誌 へ の 協 賛 広 告

寄 付 金 等 500,000 慰 霊 祭 ､ 奨 学金寄附等

雑 収 入 200,000 自 販 機 収 入 他

合 計 26,541,000

収 支 差 額 -5,230,000

税引前当期一般財産増減額 -5,230,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

当期一般財産増減額 -5,830,000

正 味 財 産 期 首 残 高 1,010,394,707 前期(令和5年度)決算確定後訂正

正 味 財 産 期 末 残 高 1,004,564,707 　

項 目

2. 支出の部
予算額 備 考

事 業 費 11,011,000

印 刷 製 本 費 1,250,000 会 報 製 作 印 刷 他

慰 霊 祭 費

学 校 支 援 費

奨 学 給 付 金

850,000

行 事 費 等 2,100,000 総 会 ･ 交 流 会 等

3,800,000 母 校 支 援

1,516,000 在校生支援、進学支度金給付等

支 払 助 成 金 595,000 県 外 5 支 部 補 助

展示室･文庫経費 900,000 展示室資料修復保存整備等

管 理 費 12,910,000

人 件 費 4,000,000

通 信 費

減 価 償 却 費

そ の 他 経 費

2,000,000 会 報 発 送 料 他

会 館 経 費 2,560,000 水道光熱費･修繕整備費等

2,200,000

2,150,000 事 務 費 等

固 定 資 産 税 等 7,850,000 固 定 資 産 税

合 計 31,771,000

資料2.令和6年度 収支予算並びに事業計画（案）
2024.3.23予算理事会承認資料(急な事情で変更になることもあります)

項 目

1. 収入の部
予算額

基 本 財 産 運 用 益 19,389,000

受 取 入 会 金 400,000

受 取 会 費 4,700,000

年 会 費 収 入 3,500,000

そ の 他 会 費 収 入

会 館 使 用 料 収 入

協 賛 広 告 収 入

1,200,000

事 業 収 入 1,350,000

1,200,000

150,000

寄 附 金 等 500,000

雑 収 入 200,000

合 計 26,539,000

決算見込額

19,389,114

389,000

3,338,000

2,110,000

1,228,000

1,445,900

1,295,900

150,000

2,182,963

115,000

26,859,977

収 支 差 額 -4,642,000

固 定 資 産 除 却 損

税引前当期一般財産増減額 -4,642,000

法人税・住民税及び事業税 600,000

税引後当期一般財産増減額 -5,242,000

正 味 財 産 期 首 残 高 1,015,598,588

項 目

2. 支出の部
予算額

事 業 費 10,561,000

印 刷 製 本 費 1,150,000

慰 霊 祭 費

学 校 支 援 費

奨 学 金 給 与 費

800,000

行 事 費 等 1,800,000

3,800,000

1,516,000

支 部 補 助 費 595,000

展示室･文庫経費 900,000

管 理 費 13,020,000

人 件 費 4,000,000

通 信 費

減 価 償 却 費

そ の 他 経 費

2,000,000

会 館 経 費 2,820,000

2,200,000

2,000,000

固 定 資 産 税 等 7,600,000

合 計 31,181,000

-4,353,878

3

-4,353,881

850,000

-5,203,881

1,015,598,588

正 味 財 産 期 末 残 高 1,010,356,588 1,010,394,707

決算見込額

11,345,561

1,100,000

843,975

2,100,586

3,800,000

1,346,000

595,000

1,560,000

12,289,994

3,950,000

1,900,000

2,377,553

2,291,307

1,771,134

7,578,300

31,213,855

資料1.令和5年度 収支決算(見込)並びに事業報告
2024.3.23予算理事会承認資料(決算確定後金額に変更があります)

総 会 資 料

【事業計画】

1. 定時総会・交流会開催・一中健児之塔慰霊祭

2. 母校支援(学校支援、奨学金貸与･在校生支援･進学､留学支援)

3. 山之口獏・東恩納寛惇氏 書修復

4. 養秀会館の充実（修繕・整備）

5. 広報誌の発行(3回)､ホームページの充実

6. 養秀ゴルフ大会開催

【事業計画】

1. 母校支援(学校支援、貸与奨学金、給付奨学金）

2. 一中健児之塔慰霊祭の開催　6/23（日)

3. 定時総会・交流会開催　5/25（土）

4. 広報誌の発行（3回）、ホームページの充実

　会員相互のネットワーク促進

5. 養秀会館の管理運営(利用促進・補修清掃維持管理)

　一中学徒隊資料展示室及び養秀文庫の管理･運営

一中健児之塔慰霊祭
令和６年度　第79回

生
徒
代
表
の
誓
い
の
言
葉

　
養
秀
同
窓
会
で
は
、
毎
年
６
月

23
日
に
『
一
中
健
児
之
塔
慰
霊

祭
』を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た

３
０
０
余
名
の
一
中
健
児
と
職

員
の
御
霊
を
慰
霊
し
恒
久
平
和

を
祈
願
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
母

校
の
首
里
高
等
学
校
で
も
平
和

教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。現
在
母
校
で
学
ぶ
前

途
有
為
な
若
者
た
ち
が
二
度
と

悲
惨
な
目
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
日
で
す
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

策
も
解
除
さ
れ
、
元
学
徒
・
遺
族

の
皆
様
や
同
窓
会
員
も
多
く
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の

会
員
が
、
恒
久
平
和
を
祈
願
し
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
三
日

　沖
縄
県
立
首
里
高
等
学
校

　生
徒
会
長

　田
中 

煌
洋

「
一
中
健
児
之
塔
」

慰
霊
祭
の
案
内

す
。こ
こ
に
眠
る
学
生
は
も
っ
と
長

く
生
き
る
は
ず
で
し
た
、
生
き
ら
れ

る
は
ず
で
し
た
。一
人
一
人
に
は
自

分
が
叶
え
た
い
夢
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。愛
し
て
や
ま
な
い
友
達
や
家

族
が
い
た
は
ず
で
す
。そ
ん
な
未
来

を
奪
っ
た
沖
縄
戦
を
恨
ん
で
も
恨

み
切
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
平
和
に

つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。悲
惨
な

戦
い
を
繰
り
広
げ
た
沖
縄
だ
か
ら

こ
そ
、
よ
り
平
和
の
大
切
さ
を
発
信

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。い
ま
だ
世
界
で
は
絶
え
ず
戦
争

が
続
い
て
い
ま
す
。ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
す
で
に
1
年
以

上
も
続
い
て
い
ま
す
。沖
縄
戦
の
よ

う
な
惨
劇
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

す
。私
た
ち
は
止
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。平
和
の
尊
さ
を
、
過
去
の

苦
し
み
を
伝
え
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
し
て
私
た
ち
は
、
異
な
る
価
値

観
や
文
化
を
持
つ
人
々
が
、
相
手
を

尊
重
し
、
対
話
を
通
じ
て
解
決
策
を

模
索
す
る
こ
と
。自
己
中
心
的
な
思

考
を
改
め
、
個
人
の
心
の
在
り
方
や

意
識
を
変
え
改
め
る
こ
と
。戦
争
と

い
う
も
の
が
ど
れ
だ
け
愚
か
な
行

為
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
や
、
戦
争

を
経
験
し
た
方
々
の
心
情
を
理
解

し
、
そ
の
教
訓
を
引
き
継
ぎ
、
平
和

を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
戦
後
78
年
が
た
ち
、
戦

争
を
体
験
し
た
方
々
は
徐
々
に
少

な
く
な
り
、
ま
た
、
昨
今
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
こ
の
慰

霊
祭
の
参
列
者
も
減
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
こ
う
し
て
多
く
の
参

列
の
方
々
と
首
里
高
校
一
学
年
の

生
徒
と
と
も
に
慰
霊
祭
を
開
催
で

き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。時
代
が
進
み
、
世
代
を
超
え

て
、
こ
う
し
て
平
和
の
願
い
を
胸

に
、
一
同
が
巡
り
合
え
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
恒
久
平
和
へ

の
思
い
を
共
有
し
、
沖
縄
戦
と
平
和

へ
の
希
求
を
語
り
継
い
で
ゆ
く
使

命
を
心
に
刻
み
、
次
世
代
へ
繋
げ
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
、
誓
い
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

　
1
9
4
5
年
6
月
23
日
、
日
本
の
組

織
的
な
戦
闘
が
終
わ
り
、
1
9
4
5
年

8 

月
15
日
、終
戦
の
宣
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。日
本
は
そ
の
戦
争
で
多
く
の
命

を
失
い
、
事
、
沖
縄
戦
で
は
ど
れ
だ
け

多
く
の
人
が
命
を
奪
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
日
本
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
の

小
さ
な
島
で
激
し
く
争
い
ま
し
た
。

「
鉄
血
勤
皇
隊
」
私
た
ち
と
同
じ
年

代
の
学
生
や
、
子
供
た
ち
ま
で
も
が

戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
「
御
国
の
た
め

に
」
と
戦
争
に
身
を
投
げ
出
し
ま
し

た
。鉄
の
暴
風
ど
呼
ば
れ
る
艦
砲
射

撃
の
中
、
銃
を
持
っ
た
敵
に
対
し
て

竹
や
り
で
挑
ん
だ
実
態
、
ど
れ
だ
け

の
恐
怖
と
絶
望
感
に
包
ま
れ
て
い

た
か
、
一
人
一
つ
の
手
り
ゅ
う
弾
で

自
決
を
迫
ら
れ
る
恐
怖
、
級
友
た
ち

の
悲
鳴
、
日
に
日
に
広
が
る
地
獄
絵

図
、
感
情
と
い
う
も
の
は
も
う
そ
こ

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。国
の
た
め
に
命

を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
正
し
い
と
思

い
込
み
、
反
抗
す
れ
ば
非
国
民
扱
い

を
受
け
る
よ
う
な
世
の
中
に
な
っ

て
い
っ
た
惨
状
が
ど
れ
だ
け
の
人

を
苦
し
め
ひ
と
り
ひ
と
り
の
大
切

な
命
を
戦
争
に
追
い
や
っ
た
の
か
。

　
こ
こ
一
中
健
児
の
塔
は
、
沖
縄
戦

で
亡
く
な
っ
た
八
百
名
あ
ま
り
の

教
職
員
や
学
徒
隊
が
眠
っ
て
い
ま

日　時 ： 令和６年６月23日（日）　午前11時受付

場　所 ： 一中健児之塔前庭
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●
東
恩
納
寛
惇
直
筆
の
頌
詞
の
修
復

　東
恩
納
寛
惇
は
、
明
治
一
五
年
那
覇
東
町
生

れ
。
沖
縄
尋
常
中
学
校（
一
中
）卒
業
後
、
東
京
帝

国
大
学
史
学
科
卒
業
。
号
は
『
虬
州
』
と
し
た
。

在
学
中
か
ら
沖
縄
研
究
に
関
わ
り
、
生
涯
に
渡

り
多
く
の
論
文
や
著
書
を
遺
し
た
。

首
里
高
校

創
立
八
十
周
年
の
頌
詞

太
平
洋
の
真
只
中

大
八
州
の
は
て
の
金
環

四
海
幸
福
の
津
梁

　
　
　
海
邦
沖
縄

養
秀
を
建
学
の
理
念
と

誓
い
し
聖
人
の
遺
訓
を

さ
な
が
ら
に
守
り
て

　
　
　
創
立
こ
こ
に
八
十
年

巣
立
ち
し
俊
豪
一
万
人

剛
健
の
櫓
楫
を
握
り
て

世
界
の
平
和
に

　
　
　
針
路
を
取
る
か

あ
ゝ
あ
ゝ
首
里
高
校

吾
ら
の
母
校
首
里
高
校

　
　
　虬
州
学
人
詞
並
書

　上（
写
真
）の
頌
詞
は
、
首
里
高
校
創
立
八
〇

周
年
に
母
校
の
功
績
を
褒
め
讃
え
る
言
葉
と
し

て
寛
惇
自
ら
揮
毫
し
扁
額
仕
立
と
な
っ
て
い
た
。

　沖
縄
研
究
の
先
駆
者
・
東
恩
納
寛
惇
の
学
問

的
功
績
を
讃
え
、
人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
史

的
研
究
で
功
績
の
あ
る
研
究
者
に
授
け
る
『
東

恩
納
寛
惇
賞
』
も
創
設
さ
れ
て
い
る
。
寛
惇
が

六
〇
年
余
か
け
て
収
集
し
た
蔵
書
は
沖
縄
県
立

図
書
館
に
「
東
恩
納
文
庫
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。

　養秀同窓会では、二〇二三年度の事業の一環として、首里高校の秘蔵品の傷みや劣化が
進んでいた二点を今後の教育活動に役立て得る資料として修復事業を行った。

●
山
之
口
貘
の
詩
「
座
布
団
」
の
修
復

　一
九
五
八
年
十
月
末
、
詩
人
・
山
之
口
貘
は

三
十
四
年
ぶ
り
に
帰
郷
。
那
覇
の
港
で
紺
地
に

『
貘
さ
ん
お
い
で
』
と
白
抜
き
で
染
め
た
幟
を
高

く
掲
げ
迎
え
た
の
が
、
県
立
一
中
時
代
の
友
人
・

末
吉
安
久
で
あ
っ
た
。

　末
吉
安
久
は
、
戦
後
の
美
術
・
工
芸
の
振
興

を
支
え
、
紅
型
復
興
に
も
関
わ
り
、
首
里
高
校

の
染
織
科
創
設
に
も
尽
力
。
長
年
に
わ
た
り
首

里
高
校
に
勤
務
し
て
お
り
、
二
か
月
間
の
貘
の

沖
縄
滞
在
中
に
書
い
た
貘
自
筆
の
『
座
布
団
』

の
詩
が
母
校
に
遺
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
貘
の

肉
声
の
録
音
テ
ー
プ
も
遺
っ
て
い
る
。

　一
九
七
八
年
に
詩
人
・
山
之
口
貘
を
偲
ん
で
、

『
山
之
口
貘
賞
』
が
創
設
さ
れ
、
奄
美
を
含
め
た

琉
球
弧
の
文
学
活
動
の
振
興
の
意
に
即
し
た
活

動
の
詩
人
に
毎
年
授
け
ら
れ
る
。

　貘
自
筆
の
『
座
布
団
』
の
詩
は
、
貘
の
十
三

回
忌
の
命
日
に
与
儀
公
園（
那
覇
市
）の
詩
碑
に

こ
の
自
筆
の
文
字
を
1
・
5
倍
に
拡
大
し
使
わ

れ
て
い
る
。

　安
久
は
詩
碑
建
立
の
期
成
会
の
主
メ
ン
バ
ー

と
し
て
奔
走
し
、
沖
縄
県
内
外
の
約
二
万
人
以

上
の
人
々
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
詩

碑
建
立
の
所
期
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
事
を
安

久
は
「
こ
れ
は
詩
を
愛
し
文
学
を
愛
し
た
少
数

の
人
々
だ
け
で
な
く
、
山
之
口
貘
の
人
柄
に
惚

れ
込
ん
だ
大
衆
の
意
志
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た

事
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
る
」
と
詩
碑
除
幕
式

に
語
っ
た
と
い
う
。

（
24
期

　太
田 

幸
子
）

母校に遺る秘蔵品の修復

お   

や 

し
ま

ろ 

か
じ

し
ょ
う
し

１
年
６
組
23
番

　仲
西

　由
菜

「
一
中
学
徒
隊
資
料
展
示
室
見
学
感
想
文
」

　
私
が
「
一
中
学
徒
隊
資
料
展
示
室
」

で
お
話
を
聞
い
た
り
見
学
し
た
り
し
て

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
戦
争
の

被
害
を
数
字
だ
け
で
捉
え
な
い
で
、
亡

く
な
っ
た
一
人
一
人
は
今
の
私
達
と
何

も
変
わ
ら
な
い
一
人
の
人
だ
っ
た
ん
だ

と
い
う
お
話
で
す
。
私
は
こ
の
話
を
聞

く
ま
で
、「
こ
の
戦
争
で
の
戦
死
者
は
何

人
で
被
害
額
は
○
○
円
で
す
」
と
い
う

こ
と
ば
か
り
に
着
目
し
て
、「
こ
の
戦
争

は
小
規
模
だ
っ
た
ん
だ
な
、
で
も
、
こ

の
戦
争
は
大
き
く
て
大
変
な
戦
争
だ
っ

た
ん
だ
」
な
ど
と
数
字
だ
け
を
み
て
、「
戦

争
は
こ
ん
な
に
も
被
害
を
出
し
て
、
人

を
傷
つ
け
る
か
ら
や
っ
て
は
い
け
な
い

ん
だ
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、「
一
中
学
徒
隊
資
料
展
示
室
」

で
資
料
を
見
な
が
ら
お
話
を
聞
い
て
、

こ
の
人
達
は
自
分
達
と
ま
っ
た
く
別
の

存
在
で
は
な
く
て
、
今
の
私
達
み
た
い

に
普
通
に
学
校
に
行
っ
て
、
友
達
と
遊

ん
で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す
る
、

私
達
と
変
わ
ら
な
い
人
達
と
い
う
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
一
人

一
人
に
は
、
必
ず
そ
の
人
の
家
族
や
学

校
、
友
達
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ

て
、
そ
の
一
人
一
人
が
誰
か
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
、
と
っ
て
も
大
切
な
存
在

と
い
う
こ
と
も
、
今
の
私
達
と
何
も
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
料
を
見
学
し
て
い
る
中
で

も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
戦

場
に
行
く
前
に
学
校
が
生
徒
達
に
書
か

せ
た
遺
書
で
す
。
私
が
初
め
て
こ
の
遺

書
の
存
在
を
知
っ
た
と
き
、
こ
う
い
う

こ
と
が
本
当
に
あ
っ
た
ん
だ
と
い
う
驚

き
と
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
ま
で
悲
惨

だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
悲
し
み
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
一
つ
一
つ

が
必
ず
誰
か
を
思
い
や
る
内
容
で
、
こ

の
文
章
を
書
い
た
人
達
一
人
一
人
が
、

優
し
い
心
を
も
っ
た
私
達
と
変
わ
ら
な

い
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
し
た
。
私
は
、
こ
う
い
う
人
達
を
殺

し
て
い
く
、
悲
し
ま
せ
て
い
く
、
人
間

が
人
間
で
な
く
な
る
戦
争
は
絶
対
に
や

る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
、
世
界
の
ど
こ
か
で
戦
争
は
起

き
て
い
て
、
そ
れ
は
私
達
に
関
係
な
い

と
は
絶
対
に
言
え
ま
せ
ん
。
戦
争
は
体

験
し
た
人
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
は
そ
の
体
験
者
の
方
々

か
ら
戦
争
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
戦
争
は
絶

対
に
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
戦
争
が
起
こ
る
の
か
、

今
は
戦
前
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

二
度
と
同
じ
過
ち
を
く
り
返
さ
な
い
た

め
に
私
達
は
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
の
見
学
を
通
し
て
そ
う

思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平

和

学

習
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も
変
わ
ら
な
い
一
人
の
人
だ
っ
た
ん
だ

と
い
う
お
話
で
す
。
私
は
こ
の
話
を
聞

く
ま
で
、「
こ
の
戦
争
で
の
戦
死
者
は
何

人
で
被
害
額
は
○
○
円
で
す
」
と
い
う

こ
と
ば
か
り
に
着
目
し
て
、「
こ
の
戦
争

は
小
規
模
だ
っ
た
ん
だ
な
、
で
も
、
こ

の
戦
争
は
大
き
く
て
大
変
な
戦
争
だ
っ

た
ん
だ
」
な
ど
と
数
字
だ
け
を
み
て
、「
戦

争
は
こ
ん
な
に
も
被
害
を
出
し
て
、
人

を
傷
つ
け
る
か
ら
や
っ
て
は
い
け
な
い

ん
だ
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、「
一
中
学
徒
隊
資
料
展
示
室
」

で
資
料
を
見
な
が
ら
お
話
を
聞
い
て
、

こ
の
人
達
は
自
分
達
と
ま
っ
た
く
別
の

存
在
で
は
な
く
て
、
今
の
私
達
み
た
い

に
普
通
に
学
校
に
行
っ
て
、
友
達
と
遊

ん
で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
す
る
、

私
達
と
変
わ
ら
な
い
人
達
と
い
う
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
一
人

一
人
に
は
、
必
ず
そ
の
人
の
家
族
や
学

校
、
友
達
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ

て
、
そ
の
一
人
一
人
が
誰
か
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
、
と
っ
て
も
大
切
な
存
在

と
い
う
こ
と
も
、
今
の
私
達
と
何
も
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
料
を
見
学
し
て
い
る
中
で

も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
戦

場
に
行
く
前
に
学
校
が
生
徒
達
に
書
か

せ
た
遺
書
で
す
。
私
が
初
め
て
こ
の
遺

書
の
存
在
を
知
っ
た
と
き
、
こ
う
い
う

こ
と
が
本
当
に
あ
っ
た
ん
だ
と
い
う
驚

き
と
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
ま
で
悲
惨

だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
悲
し
み
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
一
つ
一
つ

が
必
ず
誰
か
を
思
い
や
る
内
容
で
、
こ

の
文
章
を
書
い
た
人
達
一
人
一
人
が
、

優
し
い
心
を
も
っ
た
私
達
と
変
わ
ら
な

い
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
し
た
。
私
は
、
こ
う
い
う
人
達
を
殺

し
て
い
く
、
悲
し
ま
せ
て
い
く
、
人
間

が
人
間
で
な
く
な
る
戦
争
は
絶
対
に
や

る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
、
世
界
の
ど
こ
か
で
戦
争
は
起

き
て
い
て
、
そ
れ
は
私
達
に
関
係
な
い

と
は
絶
対
に
言
え
ま
せ
ん
。
戦
争
は
体

験
し
た
人
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
は
そ
の
体
験
者
の
方
々

か
ら
戦
争
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
戦
争
は
絶

対
に
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
戦
争
が
起
こ
る
の
か
、

今
は
戦
前
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

二
度
と
同
じ
過
ち
を
く
り
返
さ
な
い
た

め
に
私
達
は
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
の
見
学
を
通
し
て
そ
う

思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平

和

学

習

もし、将来の「相続」に不安をお持ちなら…

城間公認会計士事務所

□財産をスムーズに引き継がせたい。
□子どもがいないため、甥に財産を渡したい。
□事前に出来ることを知りたい。

住所：那覇市泊1-8-13 グランシャトレ崇元寺102  電 話：098-863-7527  FAX：098-863-7537

公認会計士・税理士　 城間　貞（35期） 

司法書士、不動産鑑定士と連携し対応致します。
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玉城 盛松さん

11
期

　玉
城
　盛
松
さ
ん

11
期

　玉
城
　盛
松
さ
ん

〜
養
秀
文
庫
に
行
っ
て
み
よ
う
〜

さ
れ
、
手
に
取
っ
て
閲
覧
で
き
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
（
通
常
の
排
架
で
は
な
か
っ

た
）。
嘆
か
わ
し
い
惨
状
を
呈
す
る
現
場
に
呆
然

立
ち
す
く
み
、
一
時
は
お
引
き
受
け
を
や
め
よ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
司
書
資
格
の
あ
る
者

と
し
て
後
に
引
け
ず
こ
れ
ら
資
料
群
と
格
闘
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
い
や
マ

イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
一
番
に
手
掛

け
た
の
は
蔵
書
が
何
冊
あ
る
の
か
確
認
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
確
認
に
は
本
と
「
図
書

原
簿
」
と
の
照
合
点
検
が
不
可
欠
で
す
。
が
、

肝
心
の
原
簿
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
程
な
く
し

て
事
務
局
で
見
つ
か
り
、
い
よ
い
よ
点
検
作
業

の
開
始
で
す
。
通
常
、
点
検
は
ペ
ア
で
実
施
し

ま
す
が
孤
軍
奮
闘
し
て
（
本
た
ち
は
書
類
棚
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
段
ボ
ー
ル
、
床
に
積
み
上
げ

る
な
ど
通
常
の
図
書
保
管
で
な
い
た
め
点
検
は

難
渋
す
る
）、
ほ
ぼ
６
か
月
後
で
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
不
明
図
書
４
５
０
冊
余
、
購
入
図
書
未

登
録
48
冊
。
不
明
図
書
に
つ
い
て
は
、
前
任
者
、

前
同
総
会
長
、
首
里
高
校
に
文
書
で
照
会
し
ま

し
た
。
前
任
者
か
ら
は
無
回
答
、
前
会
長
か
ら

は
４
冊
の
返
本
、
首
里
高
校
か
ら
は
即
座
に
文

書
に
よ
る
皆
無
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
後
年
、

学
校
が
新
館
へ
移
転
す
る
際
、
大
量
の
廃
棄
図

書
群
か
ら
76
冊
の
養
秀
文
庫
所
蔵
本
と
養
秀
新

聞
（
１
９
５
０
年
９
月
９
日
創
刊
文
芸
誌
「
し

じ
ま
」
を
改
題
）
な
ど
沖
縄
関
係
資
料
２
２
３

冊
を
発
見
し
ま
す
。
図
書
照
合
点
検
終
了
後
は

分
類
作
業
、
装
備
（
図
書
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
）、

排
架
で
一
連
の
図
書
整
理
は
終
了
し
ま
す
。

■
文
庫
の
収
書
方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
一
中
、
首
里
高
校
、
養
秀
同
窓
会
に
係
わ
る

資
料
は
す
べ
て
揃
え
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
文

庫
の
大
き
な
目
標
で
す
。
資
料
を
集
め
る
際
の

４
大
方
針
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
ね
。

①
同
窓
生
著
作
の
網
羅
的
収
集

②
一
中
、
首
里
高
校
、
養
秀
同
窓
会
に
か
か
わ

る
資
料

③
沖
縄
戦
の
関
連
資
料

④
基
本
的
な
郷
土
資
料

　
み
な
さ
ん
が
、
母
校
の
こ
と
を
知
り
た
い
と

し
ま
す
よ
ね
。
こ
こ
に
来
た
ら
、
母
校
に
関
す

る
資
料
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
場
所

に
し
た
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
首
里
高
校
卒
業
の
作
家
が
書
い
た

小
説
や
、
自
費
出
版
で
発
行
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
、

自
分
史
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

出
版
物
は
、
せ
い
ぜ
い
６
か
月
し
か
書
店
に
並

ば
な
い
。
予
算
が
つ
く
の
を
待
っ
て
買
う
と
な

る
と
遅
い
。
で
す
か
ら
、
本
は
発
刊
さ
れ
る
と

同
時
に
買
う
の
が
い
い
。「
古
本
屋
で
買
う
方
法

も
」
あ
り
ま
す
が
、
で
も
、
あ
っ
て
も
落
書
き

が
あ
っ
た
り
、
汚
破
損
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

特
に
郷
土
資
料
の
貴
重
本
な
ど
は
、
発
売
と
同

時
に
買
い
揃
え
た
い
で
す
ね
。

■
最
後
に
文
庫
の
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

え
ま
す
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
４
点
ほ
ど
に
絞
っ
て
要
約
し

ま
す
と

１
．
文
庫
の
利
用
促
進
　
こ
の
と
こ
ろ
、
文
庫

の
利
用
者
が
大
変
少
な
い
で
す
。
ほ
か
に
も
理

由
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
大
の
理
由
は
資

料
が
少
な
い
う
え
、
古
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
30
年
程
予
算
に
よ
る
新
刊
書
の
購
入
は
１

冊
も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
し
た
い
資
料
が
無
け

れ
ば
再
び
来
館
し
な
い
事
は
私
た
ち
が
経
験
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、『
真
境
名
安
興

全
集
』
を
見
た
い
、
諸
橋
轍
次
氏
の
著
し
た
『
大

漢
和
大
辞
典
』
を
利
用
し
た
い
来
館
者
に
、
基

本
的
資
料
の
不
備
で
「
こ
こ
に
は
な
い
の
で
沖

縄
県
立
図
書
館
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
、

た
い
へ
ん
残
念
な
案
内
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

司
書
と
し
て
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
は

一
度
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
養
秀
文
庫
だ
か
ら
こ
そ
収
集
す
べ
き
資
料
を

自
主
的
に
計
画
的
に
そ
ろ
え
て
い
く
こ
と
が
、

文
庫
利
用
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

２
．
図
書
充
実
費
の
経
常
予
算
化
　
図
書
を
自

主
的
に
計
画
的
に
集
書
す
る
に
は
予
算
計
上
は

不
可
欠
で
す
。
私
の
知
る
限
り
で
は
事
務
局
設

置
以
来
１
円
の
図
書
購
入
費
が
付
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
か
つ
て
、「
図
書
購
入
リ
ス
ト

」
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
答
え
は

ノ
ー
で
し
た
。
理
由
は
寄
贈
し
て
貰
う
こ
と
で

し
た
。
寄
贈
だ
け
に
頼
っ
て
は
計
画
的
・
網
羅

的
集
書
は
不
可
能
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
購

入
と
寄
贈
と
で
図
書
充
実
す
る
こ
と
が
ペ
タ
ー

だ
と
思
い
ま
す
。
図
書
充
実
費
は
経
常
費
と
し

て
予
算
化
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

３
．
書
架
の
増
設
と
書
画
類
の
保
管
庫
の
整
備
　

図
書
の
増
加
に
伴
い
書
架
の
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
そ
の
増
設
が
必
要
。

こ
の
文
庫
に
は
書
画
類
の
専
用
保
管
庫
が
な
い

た
め
、
適
当
に
分
散
保
管
し
て
い
る
が
美
術
工

芸
品
を
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
聊
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
件
は
部
会
で
検
討
す
べ

き
事
項
だ
と
思
い
ま
す
。

４
．
文
庫
運
営
の
電
算
化
　
現
状
は
図
書
の
図

書
原
簿
へ
の
登
録
、
貸
出
な
ど
す
べ
て
手
書
き

で
す
。
近
い
将
来
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務
処

理
移
行
を
望
ん
で
い
ま
す
。

■
今
後
の
文
庫
の
活
動
、
玉
城
さ
ん
の
目
標
を

教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　
養
秀
文
庫
の
充
実
は
収
集
（
予
算
計
上
）・
整

理
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
）・
保
存
（
書
架
の

増
設
）・
活
用
（
資
料
の
充
実
）・
人
（
職
員
配
置
）

の
十
分
な
整
備
な
く
て
は
困
難
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
全
同
窓
会
員
の
ご
理
解
の
も
と
出
来
る
こ

と
か
ら
一
歩
々
々
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
県
内
唯
一
の
同
窓
会
設
立
図

書
館
の
養
秀
文
庫
は
全
国
的
に
見
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
り
ま
す
。
設
立
さ
れ
た
先
輩
た
ち
の
崇

高
な
精
神
を
新
た
に
し
、
文
庫
の
充
実
を
見
て

私
も
後
輩
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
了
）

養
秀
文
庫
の
管
理
運
営
は
全
て
（
資
料
の
収
集
・

整
理
・
閲
覧
・
保
管
な
ど
）『
養
秀
文
庫
規
程
』

（
２
０
２
３
＝
令
和
５
年
・
３
・
１
制
定
）
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

閲
覧
時
間
　
10
時
〜
17
時

（
養
秀
会
館
に

準
ず
る
）

休
館
日
　
水
・
土
・
日
・

祝
日
（
水
も

事
務
局
に
伝

え
れ
ば
利
用

可
能
）

貸
出
冊
数
　
最
大
３
冊
　

14
日
間
（
貸

出
は
同
窓
生

の
み
）

　
養
秀
会
館
の
一

階
に
ス
テ
キ
な
図

書
室
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
「
養
秀
文

庫
」
と
い
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
敷
地
内

に
あ
っ
て
と
て
も

静
か
な
空
間
で

す
。
同
窓
生
著
作
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
４

千
余
冊
（
登
録
数
）
の
図
書
が
あ
り
ま
す
。「
あ

る
」
だ
け
で
は
な
く
、
読
ん
で
、
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
在
校
生
・
卒
業
生
を
中
心
に
閲

覧
・
調
べ
学
習
・
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。
文

庫
担
当
者
の
玉
城
盛
松
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か

が
い
ま
し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
２
０
２
３
年

10
月
５
日
）

■
こ
こ
、
養
秀
文
庫
の
概
要
を
お
し
え
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
ち
ら
の
文
庫
は
、
養
秀
会
館
の
一
階
に
あ

り
ま
す
。
小
会
議
室
ほ
ど
の
部
屋
に
、
４
千
冊

余
り
の
図
書
お
よ
び
、資
料
が
あ
り
ま
す
。
一
中
・

首
里
高
校
・
養
秀
同
窓
会
に
か
か
わ
る
図
書
・

資
料
を
中
心
に
集
め
て
い
ま
す
。
同
窓
生
・
一

般
の
方
が
、
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
時
で
も

利
用
す
る
こ
と
で
き
ま
す
。
一
番
人
気
の
資
料
は
、

「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」
で
す
ね
。
私
は
こ
こ
で
、
資

料
の
受
入
れ
・
整
理
・
閲
覧
・
保
管
そ
し
て
登

館
者
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
次
の
こ
と
も
行
い
ま
す
。

・
一
中
健
児
之
塔
慰
霊
祭
の
行
事
に
お
け
る
資

料
の
作
成
・
保
管
・
収
集

・
文
庫
所
蔵
図
書
・
資
料
を
学
校
図
書
館
に
帯

出
し
て
学
校
を
支
援
す
る
（
沖
縄
戦
パ
ネ
ル
、

な
ど
）

・
一
中
・
首
里
高
校
・
同
窓
会
関
連
新
聞
記
事

の
切
抜
き
（
タ
イ
ム
ス
、
新
報
）

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス

・
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
　
な
ど

■
４
千
冊
以
外
に
ど
ん
な
資
料
が
あ
り
ま
す
か
？

　
よ
く
ぞ
、
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
項
目
だ
け

を
列
挙
し
ま
す
と

養
秀
（
球
陽
↓
學
友
会
雑
誌
の
改
題
、
県
立
一

中
が
編
集
刊
行
）
の
原
本

沖
縄
県
立
第
一
中
學
校
寫
眞
帖
（
原
本
）
第
41

回
（
昭
和
４
年
）　
第
43
回
（
昭
和
６
年
）　
第

45
回
（
昭
和
８
年
）　
第
46
回
（
昭
和
９
年
）　

第
48
回
〜
第
51
回
（
昭
和
11
年
〜
14
年
）

一
中
職
員
・
生
徒
の
遺
書
（
一
中
学
徒
隊
資
料

展
示
室
に
展
示
）

書
画
48
点
（
書
38
点
、
絵
画
８
点
、
そ
の
他
２
点
）

※

養
秀
同
窓
会
所
蔵
書
画
類
一
覧
参
照

周
年
行
事
・
慰
霊
祭
・
校
舎
建
築
・
ロ
マ
ン
の

森
等
の
写
真
集
31
点

沖
縄
戦
33
回
忌
等
の
新
聞
切
抜
帳
　
63
点

建
築
設
計
図
面
等

・
一
中
校
舎
配
置
図
（
昭
和
10
年
５
月
、
榎
本

信
吉
作
）

・
首
里
高
校
校
舎
新
築
設
計
図
（
１
９
７
３
年
、

門
設
計
研
究
所
）

・
養
秀
会
館
新
築
工
事
図
面
（
昭
和
53
年
３
月
、

宮
平
建
築
設
計
事
務
所
）

・
一
中
健
児
之
塔
、前
庭
整
備
工
事
（
平
成
４
年
、

現
代
建
築
設
計
事
務
所
）
な
ど

■
養
秀
文
庫
は
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
で
誕
生
し

ま
し
た
か
？

　
１
９
８
０
年
、
首
里
高
校
が
創
立
百
周
年
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
『
養
秀
百
年
』
と

い
う
B
5
判
・
６
２
３
p
の
記
念
誌
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
本
を
編
集
す
る
た
め
に
、
当
時
、

約
５
百
冊
の
本
や
資
料
を
集
め
た
ん
で
す
よ
。

一
中
や
首
里
高
校
、
養
秀
同
窓
会
に
か
か
わ
る

資
料
で
す
。
こ
の
膨
大
な
資
料
を
保
管
・
利
用

す
る
た
め
の
場
と
し
て
、
こ
の
文
庫
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
は
首
里
高
校
図
書
館
の
郷
土

資
料
室
内
に
呱
々
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
同
じ

く
創
立
百
周
年
記
念
事
業
で
養
秀
会
館
が
完
成

し
た
際
、
会
館
に
移
管
（
１
９
８
０
年
・
昭
和

55
年
４
月
１
日
）
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
か
ら
43
年
前
で
す
ね
。

■
玉
城
さ
ん
自
身
の
こ
と
、
図
書
館
司
書
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
１
９
３
７
年
首
里
赤
田
町
生
ま
れ
。
今

年
で
86
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
首
里
高
校
11
期
生

で
す
。
中
学
の
時
、岩
切
晴
二
の
『
代
数
学
初
歩
』

と
い
う
数
学
書
と
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
本
が
大
好
き
に
な
り
、
毎
日
繰
り

返
し
読
ん
で
い
ま
し
た
。
数
学
が
得
意
科
目
に

な
り
、
将
来
は
数
学
か
、
理
系
に
進
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
高
校
で
は
進
学
ク
ラ
ス
に

所
属
し
ま
し
た
。
我
が
家
は
母
子
家
庭
、
年
老

い
た
母
親
は
苦
労
を
し
て
私
を
育
て
て
く
れ
ま

し
た
。
高
校
3
年
次
に
進
学
を
断
念
、
生
活
の

た
め
に
働
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
高
校
卒
業
後
、

琉
球
政
府
の
公
務
員
試
験
に
受
か
り
ま
し
た
。

当
時
の
文
教
局
（
今
の
教
育
庁
）
の
所
管
で
首

里
に
あ
っ
た
図
書
館
（
現
沖
縄
県
立
図
書
館
）
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
５
８
年
の
こ
と
で
す
。

１
９
６
４
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
図

書
館
職
員
の
資
質
の
向
上
と
資
格
取
得
の
た
め
、

琉
球
政
府
人
事
委
員
会
と
直
談
判
し
て
紆
余
曲

折
を
経
て
「
日
政
援
助
」
に
よ
る
文
部
省
所
管

の
司
書
補
及
び
司
書
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と

が
叶
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
琉
球
政
府
立
図
書

館
第
１
号
の
有
資
格
者
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
３
名
の
後
輩
た
ち
に
同
講
習
会
へ
の
道
が

開
か
れ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で

す
。
ま
た
、
復
帰
前
年
の
5
月
、
沖
縄
図
書
館

協
会
か
ら
研
修
生
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
に

派
遣
さ
れ
る
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
30
日
の

日
程
で
図
書
館
学
・
演
習
・
関
連
施
設
の
見
学

な
ど
充
実
し
た
研
修
で
し
た
。
こ
の
研
修
は
私

の
そ
の
後
の
図
書
館
活
動
と
私
生
活
に
資
す
る

所
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
は 

22
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
図
書
館
以

外
の
外
の
世
界
も
見
た
く
な
っ
て
、
異
動
を
申

し
出
た
り
し
ま
し
た
。
教
育
庁
の
出
先
機
関
に

６
年
、
昭
和
64
年
首
里
高
校
の
事
務
長
と
し
て

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
首
里
高
校
に
は
五
年
勤

め
て
い
ま
し
た
よ
。
そ
の
あ
と
那
覇
高
校
で
定

年
し
て
か
ら
、
養
秀
文
庫
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ァ
と

し
て
携
わ
っ
て
か
ら
今
日
に
到
っ
て
い
ま
す
。

か
れ
こ
れ
23
年
で
す
ね
。

■
最
初
に
手
が
け
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
養
秀
文
庫
と
の
初
対
面
は
、
鍵
の
掛
か
っ
た

部
屋
の
鍵
の
掛
か
っ
た
書
棚
に
本
た
ち
が
格
納

創業1846年　沖縄最古の蔵元
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玉城 盛松さん

11
期

　玉
城
　盛
松
さ
ん

11
期

　玉
城
　盛
松
さ
ん

〜
養
秀
文
庫
に
行
っ
て
み
よ
う
〜

さ
れ
、
手
に
取
っ
て
閲
覧
で
き
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
（
通
常
の
排
架
で
は
な
か
っ

た
）。
嘆
か
わ
し
い
惨
状
を
呈
す
る
現
場
に
呆
然

立
ち
す
く
み
、
一
時
は
お
引
き
受
け
を
や
め
よ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
司
書
資
格
の
あ
る
者

と
し
て
後
に
引
け
ず
こ
れ
ら
資
料
群
と
格
闘
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
い
や
マ

イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
一
番
に
手
掛

け
た
の
は
蔵
書
が
何
冊
あ
る
の
か
確
認
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
確
認
に
は
本
と
「
図
書

原
簿
」
と
の
照
合
点
検
が
不
可
欠
で
す
。
が
、

肝
心
の
原
簿
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
程
な
く
し

て
事
務
局
で
見
つ
か
り
、
い
よ
い
よ
点
検
作
業

の
開
始
で
す
。
通
常
、
点
検
は
ペ
ア
で
実
施
し

ま
す
が
孤
軍
奮
闘
し
て
（
本
た
ち
は
書
類
棚
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
段
ボ
ー
ル
、
床
に
積
み
上
げ

る
な
ど
通
常
の
図
書
保
管
で
な
い
た
め
点
検
は

難
渋
す
る
）、
ほ
ぼ
６
か
月
後
で
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
不
明
図
書
４
５
０
冊
余
、
購
入
図
書
未

登
録
48
冊
。
不
明
図
書
に
つ
い
て
は
、
前
任
者
、

前
同
総
会
長
、
首
里
高
校
に
文
書
で
照
会
し
ま

し
た
。
前
任
者
か
ら
は
無
回
答
、
前
会
長
か
ら

は
４
冊
の
返
本
、
首
里
高
校
か
ら
は
即
座
に
文

書
に
よ
る
皆
無
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
後
年
、

学
校
が
新
館
へ
移
転
す
る
際
、
大
量
の
廃
棄
図

書
群
か
ら
76
冊
の
養
秀
文
庫
所
蔵
本
と
養
秀
新

聞
（
１
９
５
０
年
９
月
９
日
創
刊
文
芸
誌
「
し

じ
ま
」
を
改
題
）
な
ど
沖
縄
関
係
資
料
２
２
３

冊
を
発
見
し
ま
す
。
図
書
照
合
点
検
終
了
後
は

分
類
作
業
、
装
備
（
図
書
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
）、

排
架
で
一
連
の
図
書
整
理
は
終
了
し
ま
す
。

■
文
庫
の
収
書
方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
一
中
、
首
里
高
校
、
養
秀
同
窓
会
に
係
わ
る

資
料
は
す
べ
て
揃
え
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
文

庫
の
大
き
な
目
標
で
す
。
資
料
を
集
め
る
際
の

４
大
方
針
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
ね
。

①
同
窓
生
著
作
の
網
羅
的
収
集

②
一
中
、
首
里
高
校
、
養
秀
同
窓
会
に
か
か
わ

る
資
料

③
沖
縄
戦
の
関
連
資
料

④
基
本
的
な
郷
土
資
料

　
み
な
さ
ん
が
、
母
校
の
こ
と
を
知
り
た
い
と

し
ま
す
よ
ね
。
こ
こ
に
来
た
ら
、
母
校
に
関
す

る
資
料
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
場
所

に
し
た
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
首
里
高
校
卒
業
の
作
家
が
書
い
た

小
説
や
、
自
費
出
版
で
発
行
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
、

自
分
史
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

出
版
物
は
、
せ
い
ぜ
い
６
か
月
し
か
書
店
に
並

ば
な
い
。
予
算
が
つ
く
の
を
待
っ
て
買
う
と
な

る
と
遅
い
。
で
す
か
ら
、
本
は
発
刊
さ
れ
る
と

同
時
に
買
う
の
が
い
い
。「
古
本
屋
で
買
う
方
法

も
」
あ
り
ま
す
が
、
で
も
、
あ
っ
て
も
落
書
き

が
あ
っ
た
り
、
汚
破
損
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

特
に
郷
土
資
料
の
貴
重
本
な
ど
は
、
発
売
と
同

時
に
買
い
揃
え
た
い
で
す
ね
。

■
最
後
に
文
庫
の
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

え
ま
す
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
４
点
ほ
ど
に
絞
っ
て
要
約
し

ま
す
と

１
．
文
庫
の
利
用
促
進
　
こ
の
と
こ
ろ
、
文
庫

の
利
用
者
が
大
変
少
な
い
で
す
。
ほ
か
に
も
理

由
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
大
の
理
由
は
資

料
が
少
な
い
う
え
、
古
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
30
年
程
予
算
に
よ
る
新
刊
書
の
購
入
は
１

冊
も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
し
た
い
資
料
が
無
け

れ
ば
再
び
来
館
し
な
い
事
は
私
た
ち
が
経
験
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、『
真
境
名
安
興

全
集
』
を
見
た
い
、
諸
橋
轍
次
氏
の
著
し
た
『
大

漢
和
大
辞
典
』
を
利
用
し
た
い
来
館
者
に
、
基

本
的
資
料
の
不
備
で
「
こ
こ
に
は
な
い
の
で
沖

縄
県
立
図
書
館
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
、

た
い
へ
ん
残
念
な
案
内
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

司
書
と
し
て
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
は

一
度
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
養
秀
文
庫
だ
か
ら
こ
そ
収
集
す
べ
き
資
料
を

自
主
的
に
計
画
的
に
そ
ろ
え
て
い
く
こ
と
が
、

文
庫
利
用
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

２
．
図
書
充
実
費
の
経
常
予
算
化
　
図
書
を
自

主
的
に
計
画
的
に
集
書
す
る
に
は
予
算
計
上
は

不
可
欠
で
す
。
私
の
知
る
限
り
で
は
事
務
局
設

置
以
来
１
円
の
図
書
購
入
費
が
付
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
か
つ
て
、「
図
書
購
入
リ
ス
ト

」
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
答
え
は

ノ
ー
で
し
た
。
理
由
は
寄
贈
し
て
貰
う
こ
と
で

し
た
。
寄
贈
だ
け
に
頼
っ
て
は
計
画
的
・
網
羅

的
集
書
は
不
可
能
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
購

入
と
寄
贈
と
で
図
書
充
実
す
る
こ
と
が
ペ
タ
ー

だ
と
思
い
ま
す
。
図
書
充
実
費
は
経
常
費
と
し

て
予
算
化
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

３
．
書
架
の
増
設
と
書
画
類
の
保
管
庫
の
整
備
　

図
書
の
増
加
に
伴
い
書
架
の
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
そ
の
増
設
が
必
要
。

こ
の
文
庫
に
は
書
画
類
の
専
用
保
管
庫
が
な
い

た
め
、
適
当
に
分
散
保
管
し
て
い
る
が
美
術
工

芸
品
を
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
聊
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
件
は
部
会
で
検
討
す
べ

き
事
項
だ
と
思
い
ま
す
。

４
．
文
庫
運
営
の
電
算
化
　
現
状
は
図
書
の
図

書
原
簿
へ
の
登
録
、
貸
出
な
ど
す
べ
て
手
書
き

で
す
。
近
い
将
来
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務
処

理
移
行
を
望
ん
で
い
ま
す
。

■
今
後
の
文
庫
の
活
動
、
玉
城
さ
ん
の
目
標
を

教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　
養
秀
文
庫
の
充
実
は
収
集
（
予
算
計
上
）・
整

理
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
）・
保
存
（
書
架
の

増
設
）・
活
用
（
資
料
の
充
実
）・
人
（
職
員
配
置
）

の
十
分
な
整
備
な
く
て
は
困
難
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
全
同
窓
会
員
の
ご
理
解
の
も
と
出
来
る
こ

と
か
ら
一
歩
々
々
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
県
内
唯
一
の
同
窓
会
設
立
図

書
館
の
養
秀
文
庫
は
全
国
的
に
見
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
り
ま
す
。
設
立
さ
れ
た
先
輩
た
ち
の
崇

高
な
精
神
を
新
た
に
し
、
文
庫
の
充
実
を
見
て

私
も
後
輩
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
了
）

養
秀
文
庫
の
管
理
運
営
は
全
て
（
資
料
の
収
集
・

整
理
・
閲
覧
・
保
管
な
ど
）『
養
秀
文
庫
規
程
』

（
２
０
２
３
＝
令
和
５
年
・
３
・
１
制
定
）
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

閲
覧
時
間
　
10
時
〜
17
時

（
養
秀
会
館
に

準
ず
る
）

休
館
日
　
水
・
土
・
日
・

祝
日
（
水
も

事
務
局
に
伝

え
れ
ば
利
用

可
能
）

貸
出
冊
数
　
最
大
３
冊
　

14
日
間
（
貸

出
は
同
窓
生

の
み
）

　
養
秀
会
館
の
一

階
に
ス
テ
キ
な
図

書
室
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
「
養
秀
文

庫
」
と
い
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
敷
地
内

に
あ
っ
て
と
て
も

静
か
な
空
間
で

す
。
同
窓
生
著
作
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
４

千
余
冊
（
登
録
数
）
の
図
書
が
あ
り
ま
す
。「
あ

る
」
だ
け
で
は
な
く
、
読
ん
で
、
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
在
校
生
・
卒
業
生
を
中
心
に
閲

覧
・
調
べ
学
習
・
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。
文

庫
担
当
者
の
玉
城
盛
松
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か

が
い
ま
し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
２
０
２
３
年

10
月
５
日
）

■
こ
こ
、
養
秀
文
庫
の
概
要
を
お
し
え
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
ち
ら
の
文
庫
は
、
養
秀
会
館
の
一
階
に
あ

り
ま
す
。
小
会
議
室
ほ
ど
の
部
屋
に
、
４
千
冊

余
り
の
図
書
お
よ
び
、資
料
が
あ
り
ま
す
。
一
中
・

首
里
高
校
・
養
秀
同
窓
会
に
か
か
わ
る
図
書
・

資
料
を
中
心
に
集
め
て
い
ま
す
。
同
窓
生
・
一

般
の
方
が
、
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
時
で
も

利
用
す
る
こ
と
で
き
ま
す
。
一
番
人
気
の
資
料
は
、

「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」
で
す
ね
。
私
は
こ
こ
で
、
資

料
の
受
入
れ
・
整
理
・
閲
覧
・
保
管
そ
し
て
登

館
者
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
次
の
こ
と
も
行
い
ま
す
。

・
一
中
健
児
之
塔
慰
霊
祭
の
行
事
に
お
け
る
資

料
の
作
成
・
保
管
・
収
集

・
文
庫
所
蔵
図
書
・
資
料
を
学
校
図
書
館
に
帯

出
し
て
学
校
を
支
援
す
る
（
沖
縄
戦
パ
ネ
ル
、

な
ど
）

・
一
中
・
首
里
高
校
・
同
窓
会
関
連
新
聞
記
事

の
切
抜
き
（
タ
イ
ム
ス
、
新
報
）

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス

・
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
　
な
ど

■
４
千
冊
以
外
に
ど
ん
な
資
料
が
あ
り
ま
す
か
？

　
よ
く
ぞ
、
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
項
目
だ
け

を
列
挙
し
ま
す
と

養
秀
（
球
陽
↓
學
友
会
雑
誌
の
改
題
、
県
立
一

中
が
編
集
刊
行
）
の
原
本

沖
縄
県
立
第
一
中
學
校
寫
眞
帖
（
原
本
）
第
41

回
（
昭
和
４
年
）　
第
43
回
（
昭
和
６
年
）　
第

45
回
（
昭
和
８
年
）　
第
46
回
（
昭
和
９
年
）　

第
48
回
〜
第
51
回
（
昭
和
11
年
〜
14
年
）

一
中
職
員
・
生
徒
の
遺
書
（
一
中
学
徒
隊
資
料

展
示
室
に
展
示
）

書
画
48
点
（
書
38
点
、
絵
画
８
点
、
そ
の
他
２
点
）

※

養
秀
同
窓
会
所
蔵
書
画
類
一
覧
参
照

周
年
行
事
・
慰
霊
祭
・
校
舎
建
築
・
ロ
マ
ン
の

森
等
の
写
真
集
31
点

沖
縄
戦
33
回
忌
等
の
新
聞
切
抜
帳
　
63
点

建
築
設
計
図
面
等

・
一
中
校
舎
配
置
図
（
昭
和
10
年
５
月
、
榎
本

信
吉
作
）

・
首
里
高
校
校
舎
新
築
設
計
図
（
１
９
７
３
年
、

門
設
計
研
究
所
）

・
養
秀
会
館
新
築
工
事
図
面
（
昭
和
53
年
３
月
、

宮
平
建
築
設
計
事
務
所
）

・
一
中
健
児
之
塔
、前
庭
整
備
工
事
（
平
成
４
年
、

現
代
建
築
設
計
事
務
所
）
な
ど

■
養
秀
文
庫
は
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
で
誕
生
し

ま
し
た
か
？

　
１
９
８
０
年
、
首
里
高
校
が
創
立
百
周
年
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
『
養
秀
百
年
』
と

い
う
B
5
判
・
６
２
３
p
の
記
念
誌
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
本
を
編
集
す
る
た
め
に
、
当
時
、

約
５
百
冊
の
本
や
資
料
を
集
め
た
ん
で
す
よ
。

一
中
や
首
里
高
校
、
養
秀
同
窓
会
に
か
か
わ
る

資
料
で
す
。
こ
の
膨
大
な
資
料
を
保
管
・
利
用

す
る
た
め
の
場
と
し
て
、
こ
の
文
庫
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
は
首
里
高
校
図
書
館
の
郷
土

資
料
室
内
に
呱
々
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
同
じ

く
創
立
百
周
年
記
念
事
業
で
養
秀
会
館
が
完
成

し
た
際
、
会
館
に
移
管
（
１
９
８
０
年
・
昭
和

55
年
４
月
１
日
）
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
か
ら
43
年
前
で
す
ね
。

■
玉
城
さ
ん
自
身
の
こ
と
、
図
書
館
司
書
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
１
９
３
７
年
首
里
赤
田
町
生
ま
れ
。
今

年
で
86
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
首
里
高
校
11
期
生

で
す
。
中
学
の
時
、岩
切
晴
二
の
『
代
数
学
初
歩
』

と
い
う
数
学
書
と
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
本
が
大
好
き
に
な
り
、
毎
日
繰
り

返
し
読
ん
で
い
ま
し
た
。
数
学
が
得
意
科
目
に

な
り
、
将
来
は
数
学
か
、
理
系
に
進
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
高
校
で
は
進
学
ク
ラ
ス
に

所
属
し
ま
し
た
。
我
が
家
は
母
子
家
庭
、
年
老

い
た
母
親
は
苦
労
を
し
て
私
を
育
て
て
く
れ
ま

し
た
。
高
校
3
年
次
に
進
学
を
断
念
、
生
活
の

た
め
に
働
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
高
校
卒
業
後
、

琉
球
政
府
の
公
務
員
試
験
に
受
か
り
ま
し
た
。

当
時
の
文
教
局
（
今
の
教
育
庁
）
の
所
管
で
首

里
に
あ
っ
た
図
書
館
（
現
沖
縄
県
立
図
書
館
）
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
５
８
年
の
こ
と
で
す
。

１
９
６
４
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
図

書
館
職
員
の
資
質
の
向
上
と
資
格
取
得
の
た
め
、

琉
球
政
府
人
事
委
員
会
と
直
談
判
し
て
紆
余
曲

折
を
経
て
「
日
政
援
助
」
に
よ
る
文
部
省
所
管

の
司
書
補
及
び
司
書
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と

が
叶
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
琉
球
政
府
立
図
書

館
第
１
号
の
有
資
格
者
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
３
名
の
後
輩
た
ち
に
同
講
習
会
へ
の
道
が

開
か
れ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で

す
。
ま
た
、
復
帰
前
年
の
5
月
、
沖
縄
図
書
館

協
会
か
ら
研
修
生
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
に

派
遣
さ
れ
る
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
30
日
の

日
程
で
図
書
館
学
・
演
習
・
関
連
施
設
の
見
学

な
ど
充
実
し
た
研
修
で
し
た
。
こ
の
研
修
は
私

の
そ
の
後
の
図
書
館
活
動
と
私
生
活
に
資
す
る

所
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
は 

22
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
図
書
館
以

外
の
外
の
世
界
も
見
た
く
な
っ
て
、
異
動
を
申

し
出
た
り
し
ま
し
た
。
教
育
庁
の
出
先
機
関
に

６
年
、
昭
和
64
年
首
里
高
校
の
事
務
長
と
し
て

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
首
里
高
校
に
は
五
年
勤

め
て
い
ま
し
た
よ
。
そ
の
あ
と
那
覇
高
校
で
定

年
し
て
か
ら
、
養
秀
文
庫
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ァ
と

し
て
携
わ
っ
て
か
ら
今
日
に
到
っ
て
い
ま
す
。

か
れ
こ
れ
23
年
で
す
ね
。

■
最
初
に
手
が
け
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
養
秀
文
庫
と
の
初
対
面
は
、
鍵
の
掛
か
っ
た

部
屋
の
鍵
の
掛
か
っ
た
書
棚
に
本
た
ち
が
格
納

9
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養
秀
同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
ご
無
沙
汰
し
て
お

り
ま
す
。62
期
生
、
奨
学
生
1
期
生
の
辻
と
申
し

ま
す
。寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
海
外
留
学

中
以
来
2
度
目
と
な
り
ま
す
。昨
年
、
1
期
生
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
奨
学
金
を
無
事

に
完
済
致
し
ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
同
窓

生
の
皆
さ
ま
、
同
窓
会
事
務
局
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。私
が
卒
業
後
に

始
ま
っ
た
奨
学
金
制
度
で
し
た
が
、
海
外
大
学

へ
の
留
学
支
援
と
い
う
形
で
の
ご
配
慮
、
ご
支

援
を
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
日
本
に
帰
国
し
、
今
年
で
10
年
に
な
り
ま

す
。ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
の
海
外
事
業
か
ら
始
ま

り
、外
資
I
T
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
な
ど
、
1
つ
の
会
社
に
生
涯
従
事
す
る

だ
け
で
な
く
、
多
種
多
様
な
働
く
選
択
肢
が
あ

る
今
、
私
自
身
も
多
く
の
経
験
を
し
て
き
ま
し

た
。2
0
2
0
年
に
沖
縄
に
戻
り
、
現
在
は
う
む

さ
ん
ラ
ボ
と
い
う
会
社
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
、
社
会
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
を

通
じ
て
解
決
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
主
に
個
人
と
し
て
注
力
し
て

い
る
分
野
が
、
教
育
・
人
財
育
成
事
業
で
す
。県

や
市
町
村
と
連
携
し
、
公
教
育
の
現
場
で
は
小

学
校
か
ら
高
校
・
大
学
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
や

探
究
学
習
、社
会
起
業
家
の
育
成
な
ど
、沖
縄
の

未
来
の
人
財
・
基
盤
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強

し
て
い
る
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
仲
間
や
先
輩
が
周
り
に
い
た
こ
と
で

志
を
持
っ
て
進
ん
で
こ
れ
ま
し
た
。学
校
で
の

勉
強
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
私
の
学
生
時

代
に
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
か
っ
た
「
憧
れ

る
大
人
」が
身
近
に
い
て
対
話
を
す
る
こ
と
、
そ

し
て
実
社
会
・
ホ
ン
モ
ノ
に
触
れ
な
が
ら
興
味

関
心
を
探
究
す
る
機
会
を
、
企
業
や
社
会
と
学

校
が
つ
な
が
る
こ
と
で
生
み
出
し
た
い
と
い
う

想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。同
窓
生
、
在
校
生
の

皆
さ
ま
と
も
、
ま
た
ど
こ
か
で
ご
一
緒
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
地
に
足
を
つ
け
て
進
ん
で

参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
て
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、感
謝
致
し
ま
す
。

奨
学
金
制
度
が
こ
れ
か
ら
も
首
里
高
生
の
未
来

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
よ
り
良
い
循
環
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

－Profile－
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Community の東京支社の副代表を務めた
後、2020 年 8月に沖縄支社の創立。
参考リンク https://www.gsc-okinawa.com/

第62期卒業生
辻　太一

創立130周年記念事業の一環として、首里高校生の大学進学を支援するため、平成22年に養秀
育英奨学金制度（貸与型）を創設しました。（県外大学3名（月額5万円）、県内大学2名（月額3万
円）を貸与卒業後、1年間の猶予期間を設け、その後8年間で返済。）

創立140周年記念事業の一環で、新たに、難関大学及び医学・歯学・薬学に進学する生徒対象の
入学支度金奨学金（給付型）制度を創設しました。（難関大学並びに医学部、歯学部への進学を支
援。入学支度金20万円を給付。）

●進路指導補助費180万円  ●部活動補助費150万円  ●首里高校・那覇高校スポーツ交流費20万円
●学校環境整備費30万円

このほかに、経済的理由による就学困難な在校生への在校生支援補助金や海外留学する生徒た
ちへの補助金も取り組んでいます。（経済的理由による就学困難な在校生に対し、各学年2名程
度、月額3,000円を1年間給付。）

年会費について教えてください。

同窓会現在連絡の取れる会員が2万人弱います。会員に納めていただく年
会費（千円）は全て学校支援金380万円に充当しています。年会費を振り込
むため金融機関に足を運ぶのに時間がかかるのか、会費収入が思わしくありません。そのハードルを下
げるため、令和6年度からQRコードでクレジット決済を導入します。

他の奨学金と比較して手厚いと感じます。進路指導補助や部活動補助などたくさ
んの支援をしてもらっていると聞いています。

養秀同窓会では奨学金や学校支援などで学生の皆さんをこれからも支
えていきます。

（令和6年2月　首里高校にて養秀同窓会と現役生の対談の中から抜粋）

養
秀
育
英
奨
学
金

貸 与

給 付

給 付

母校支援

おしゃべりMUSICオフィスの学校芸術鑑賞会

“うちなーぐち”で音楽鑑賞会
“うちなーぐち”で演劇鑑賞会
うちなーぐち演劇、琉球伝統芸能、西欧クラシック音楽と

彩り輝く公演をお届けいたします、
どうぞお楽しみください。
★特定非営利活動団体

♪♪おしゃべりMUSICオフィス♪♪
代表：新垣佳世子（23期）
那覇市首里大中町1-52

事務所 ☎080-6126-2521

伊江島に遊びに行こう！ペンション&ダイビング

代表 八巻 英航 （55期）
 　母 芳江 （29期）
 　娘 愛波 （79期）

〒905-0502
沖縄県国頭郡伊江村東江前1947-1
ＴＥＬ　0980-49-2569
公式ＨＰ　http://www.ie-island.com
メール　info@ie-island.com

事務所 〒902-0068
 那覇市真嘉比２丁目 21番２号
TEL 098-885-9117　FAX 098-885-9126
E-mail：jiro5048@nirai.ne.jp
https ://higaken-sihoshosi .com

司法書士・民事信託士

比　嘉　憲次郎
（24期）
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奨
学
生
便
り

奨
学
生
便
り

奨
学
生
便
り

　
養
秀
同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
ご
無
沙
汰
し
て
お

り
ま
す
。62
期
生
、
奨
学
生
1
期
生
の
辻
と
申
し

ま
す
。寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
海
外
留
学

中
以
来
2
度
目
と
な
り
ま
す
。昨
年
、
1
期
生
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
奨
学
金
を
無
事

に
完
済
致
し
ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
同
窓

生
の
皆
さ
ま
、
同
窓
会
事
務
局
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。私
が
卒
業
後
に

始
ま
っ
た
奨
学
金
制
度
で
し
た
が
、
海
外
大
学

へ
の
留
学
支
援
と
い
う
形
で
の
ご
配
慮
、
ご
支

援
を
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
日
本
に
帰
国
し
、
今
年
で
10
年
に
な
り
ま

す
。ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
の
海
外
事
業
か
ら
始
ま

り
、外
資
I
T
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
な
ど
、
1
つ
の
会
社
に
生
涯
従
事
す
る

だ
け
で
な
く
、
多
種
多
様
な
働
く
選
択
肢
が
あ

る
今
、
私
自
身
も
多
く
の
経
験
を
し
て
き
ま
し

た
。2
0
2
0
年
に
沖
縄
に
戻
り
、
現
在
は
う
む

さ
ん
ラ
ボ
と
い
う
会
社
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
、
社
会
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
を

通
じ
て
解
決
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
主
に
個
人
と
し
て
注
力
し
て

い
る
分
野
が
、
教
育
・
人
財
育
成
事
業
で
す
。県

や
市
町
村
と
連
携
し
、
公
教
育
の
現
場
で
は
小

学
校
か
ら
高
校
・
大
学
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
や

探
究
学
習
、社
会
起
業
家
の
育
成
な
ど
、沖
縄
の

未
来
の
人
財
・
基
盤
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強

し
て
い
る
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
仲
間
や
先
輩
が
周
り
に
い
た
こ
と
で

志
を
持
っ
て
進
ん
で
こ
れ
ま
し
た
。学
校
で
の

勉
強
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
私
の
学
生
時

代
に
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
か
っ
た
「
憧
れ

る
大
人
」が
身
近
に
い
て
対
話
を
す
る
こ
と
、
そ

し
て
実
社
会
・
ホ
ン
モ
ノ
に
触
れ
な
が
ら
興
味

関
心
を
探
究
す
る
機
会
を
、
企
業
や
社
会
と
学

校
が
つ
な
が
る
こ
と
で
生
み
出
し
た
い
と
い
う

想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。同
窓
生
、
在
校
生
の

皆
さ
ま
と
も
、
ま
た
ど
こ
か
で
ご
一
緒
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
地
に
足
を
つ
け
て
進
ん
で

参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
て
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、感
謝
致
し
ま
す
。

奨
学
金
制
度
が
こ
れ
か
ら
も
首
里
高
生
の
未
来

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
よ
り
良
い
循
環
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

－Profile－

辻　太一（つじ　たいち）
1989 年 3月 4日生

【学歴】
2007 年 首里高校卒業
2010 年 サイモンフレイザー大学入学
 （カナダ）（国際関係学専攻）
 （１年の交換留学）
2014 年 サイモンフレイザー大学卒業

【職歴】
ソフトバンク株式会社

（2014/10～2017/06）
Dialpad Japan 株式会社

（2017/07～2023/03）
自然電力株式会社

（2019/10～2022/01） 業務委託
株式会社うむさんラボ

（2021/10～2023/03） 業務委託、
2023/04～現在は正社員

その他
Global Shapers Community Okinawa 
Founding Creator 世界経済フォーラムの下
部組織的な位置付けであるGlobal Shapers 
Community の東京支社の副代表を務めた
後、2020 年 8月に沖縄支社の創立。
参考リンク https://www.gsc-okinawa.com/

第62期卒業生
辻　太一

創立130周年記念事業の一環として、首里高校生の大学進学を支援するため、平成22年に養秀
育英奨学金制度（貸与型）を創設しました。（県外大学3名（月額5万円）、県内大学2名（月額3万
円）を貸与卒業後、1年間の猶予期間を設け、その後8年間で返済。）

創立140周年記念事業の一環で、新たに、難関大学及び医学・歯学・薬学に進学する生徒対象の
入学支度金奨学金（給付型）制度を創設しました。（難関大学並びに医学部、歯学部への進学を支
援。入学支度金20万円を給付。）

●進路指導補助費180万円  ●部活動補助費150万円  ●首里高校・那覇高校スポーツ交流費20万円
●学校環境整備費30万円

このほかに、経済的理由による就学困難な在校生への在校生支援補助金や海外留学する生徒た
ちへの補助金も取り組んでいます。（経済的理由による就学困難な在校生に対し、各学年2名程
度、月額3,000円を1年間給付。）

年会費について教えてください。

同窓会現在連絡の取れる会員が2万人弱います。会員に納めていただく年
会費（千円）は全て学校支援金380万円に充当しています。年会費を振り込
むため金融機関に足を運ぶのに時間がかかるのか、会費収入が思わしくありません。そのハードルを下
げるため、令和6年度からQRコードでクレジット決済を導入します。

他の奨学金と比較して手厚いと感じます。進路指導補助や部活動補助などたくさ
んの支援をしてもらっていると聞いています。

養秀同窓会では奨学金や学校支援などで学生の皆さんをこれからも支
えていきます。

（令和6年2月　首里高校にて養秀同窓会と現役生の対談の中から抜粋）

養
秀
育
英
奨
学
金

貸 与

給 付

給 付

母校支援

36期  西平三喜男
（吹奏楽部OB）

辻　太一
Taichi Tsuji
（62期）
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「
海
邦
養
秀
」「
震
天
動
地
」 

次
代
を
拓
く
逞
し
い
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

沖縄県立首里高等学校

校長　津野  良信

　
首
里
高
校
第
33
代
校
長
の
津
野
良
信
と
申

し
ま
す
。私
自
身
も
本
校
の
卒
業
生
（
四
十
一

期
）で
あ
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
・
28
年

度
は
教
頭
と
し
て
勤
務
し
、
校
舎
改
築
に
関

わ
る
と
と
も
に
養
秀
同
窓
会
の
副
会
長
と
し

て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
、
金
城

正
樹
前
校
長
の
後
任
と
し
て
、
令
和
５
年
度

か
ら
県
下
随
一
の
伝
統
校
で
あ
る
母
校
の
校

長
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

大
き
な
感
謝
・
感
激
と
と
も
に
生
徒
・
保
護

者
・
地
域
・
同
窓
会
に
対
す
る
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
学
校
の
様
子
は
、
学
校
規
模

が
30
学
級
（
普
通
科
27
学
級
・
染
織
デ
ザ
イ

ン
科
３
学
級
）で
生
徒
数
は
1
，
2
0
0
名
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
５
月
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
、
徐
々
に
学
校
生
活

も
平
常
復
帰
し
、
生
徒
は
活
気
が
あ
り
勉
学
・

生
徒
会
活
動
・
部
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り

組
み
「
文
武
両
道
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
様
々

な
分
野
で
輝
か
し
い
実
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
に
お
け
る
、
な
ぎ
な
た
競
技
女
子
団

体
２
連
覇
を
始
め
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
男

子
卓
球
、
弓
道
、
水
泳
飛
込
、
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

な
ど
の
活
躍
、
文
化
系
で
も
、
生
物
部
の「
オ

キ
ナ
ワ
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
の
形
態
の
研

究
」
が
沖
縄
青
少
年
科
学
作
品
展
に
お
い
て

最
高
賞
で
あ
る
沖
縄
県
知
事
賞
等
県
内
三
冠

の
他
、
軽
音
楽
、
囲
碁
・
将
棋
、
放
送
、
書
道
、

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
、
文
芸
、
美
術
工

芸
、
吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
多
数
の
県
内
大
会

上
位
入
賞
・
九
州
大
会
・
全
国
大
会
派
遣
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
に
お

い
て
も
第
64
回
卒
業
作
品
展
「
そ
め
お
り
展
」

の
開
催
、
各
種
作
品
展
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入

賞
な
ど
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
新
た
な
創
造
を

実
現
す
る
様
々
な
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
春
卒
業
し
た
第
79
期
生
の
主
な
進
路
実

績
と
し
ま
し
て
は
、
３
月
末
現
在
で
、
国
公
立

大
学
に
琉
球
大
学
82
名
、
県
立
芸
大
４
名
を

含
め
県
内
100
名
、
東
京
芸
術
大
学
、
神
戸
大
学
、

九
州
大
学
な
ど
県
外
44
名
、
計
144
名
が
合
格

し
て
い
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
は
延
べ
人
数

と
し
て
、
県
内
137
名
、
早
稲
田
大
学
、
明
治
大

学
、
青
山
学
院
大
学
、
関
関
同
立
な
ど
県
外
155

名
、計
299
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
建
学
の
精
神
「
海
邦
養
秀
」
の

継
承
と
本
校
の
精
神
文
化
「
震
天
動
地
」
の
も

と
文
武
両
道
に
徹
し
、
次
代
を
拓
く
、
知
性
と

品
性
を
備
え
た
逞
し
い
人
材
の
育
成
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
養
秀
同
窓
会
に

は
毎
年
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支

援
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和5年度  生徒実績
4月7日 第81回　入学式　染織デザイン科37名　普通科360名　計397名　入学
４月 第39回海邦国体記念高校卓球大会　団体３位
 第47回沖縄県高等学校文化連盟夏季大会　将棋　男子団体優勝
 囲碁　個人優勝　１年　坂下 悠太
17日 平安杯第68回全九州バレーボール総合選手権大会
５月 第68回全九州バレーボール総合選手権大会　男女出場　女子３位
 県高校総合体育大会
 卓球　個人優勝　１年　玉城 一真　　３位　１年　浜川 泰地
 弓道　団体男子優勝　女子３位
 弓道　個人男子優勝　３年　湧稲國 安琉　　３位　小橋川 祐　　４位　比嘉 徳和
 飛込競技　個人優勝　２年　津波 すみれ
 競泳　バタフライ　個人２位　３年　當間 温
 なぎなた競技女子　演技女子　優勝　３年　平安名 はな　泉水 ほのか
 ホッケー競技　女子優勝
 
８月 全国高等学校総合体育大会　なぎなた競技団体優勝　全国制覇２連覇
 演技優勝　３年　泉水 ほのか　平安名 はな　　準優勝　城間 こころ　栄野川 美羽
 
トピック 首里高校の敷地内より琉球王朝時代のウルシ属の種子が発見された！と沖縄県教育委員会から発表
 
９月 第47回沖縄県高校文化連盟囲碁将棋秋季大会　将棋部門優勝　２年　松島 琉緯　　囲碁部門優勝　１年　坂下 悠太
 沖縄県新人卓球選手権大会　男子ダブルス優勝　１年　玉城 一真　浜川 泰地　　男子シングル３位　浜川 泰地
 日本情報処理検定協会　会長賞　六種目一級以上合格　３年 大城朋恵
 
10月 沖縄県高等学校新人体育大会　弓道競技　団体男子２位　女子３位
 個人戦２位　２年　儀間 梨津
 第63回沖縄県生徒科学賞作品展・第７０回高校生による生物科学展
 最優秀賞　生物部「オキナワウスカワイマイマイの形態の研究４
 ～沖縄島調査と校内調査を通じて」
 第71回全琉小中高校図画作文書道コンクール　最優秀賞　作文２年　菊川 乙音
 書道１年　伊敷 玲海　石原 苺
 沖縄県高等学校新人体育大会なぎなた競技　団体優勝
 演技優勝　２年　仲間 木里　栄野川美羽　　個人３位　宮平 奈沙
 団体男子優勝　男子ダブルス優勝１年　玉城 一真　浜川 泰地
 男子シングルス第２位　浜川 泰地　　第３位　玉城 一真
 第５回SKDC学生かりゆしデザインコンテスト　銀賞　３年　高良 百花　千柴 万紅
 
11月 第70回高校生による生物科学展　最優秀賞　生物部
 第35回沖縄県高等学校書道展　書道部門　高文連会長賞　２年　大濱 詩子
 優秀賞　１年　石原 苺　狩俣 栞旺
 第45回九州高校放送コンテスト　個人部門アナウンス　最優秀２年　久手堅 世奈
 優秀２年　赤嶺 瑞起　１年　當山 あかり　　朗読　優秀　２年　友寄 優歌
 税に関する高校生の作文　沖縄国税事務所所長賞　１年　仲西 由菜
 
１２月 第42回沖縄県なぎなた大会　演技優勝　個人優勝　団体優勝
 第68回沖縄県高等学校新人バレーボール競技大会　女子　優勝　男子　準優勝
 第73回全日本学生書道展　高校の部　文部科学大臣賞　３年　内間 琉
 第13回　沖縄県新聞スクラップコンテスト　学校賞　首里高校
 県PTA連合会会長賞　3年　東迎 咲月
 沖縄タイムス社長賞　3年　東里 こころ　1年宮里 來弥
 「2023うらそえYA文芸賞」短編小説部門　図書館長賞　2年　眞栄城 琉那
 第16回高校生環境小論文コンクール　最優秀賞　2年　菊川 乙音
 那覇南部地区サッカー大会　準優勝　女子
 
1月 弓道例会　男子団体優勝
 第72回全沖縄高等学校冬季バレーボール選手権　女子優勝
 第54回新春囲碁最強戦　優勝　1年　坂下 悠太　六段
 
3月 第79回卒業式　染織デザイン科　36名　普通科　352名　計388名　卒業

税務相談・税務申告・税務代理

外間喜明税理士事務所
税理士  外 間 喜 明（24期）

事　務　所　〒901-2203
宜野湾市野嵩 3 - 4 - 1 4（武島ビル102号）
T E L：0 9 8 - 8 9 3 - 5 3 0 0
FAX：0 9 8 - 8 9 3 - 5 3 0 1
E-mail：hokama-kimei@tkcnf.or.jp

なかぐすく
事務所

旧姓：稲福
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「
海
邦
養
秀
」「
震
天
動
地
」 

次
代
を
拓
く
逞
し
い
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

沖縄県立首里高等学校

校長　津野  良信

　
首
里
高
校
第
33
代
校
長
の
津
野
良
信
と
申

し
ま
す
。私
自
身
も
本
校
の
卒
業
生
（
四
十
一

期
）で
あ
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
・
28
年

度
は
教
頭
と
し
て
勤
務
し
、
校
舎
改
築
に
関

わ
る
と
と
も
に
養
秀
同
窓
会
の
副
会
長
と
し

て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
、
金
城

正
樹
前
校
長
の
後
任
と
し
て
、
令
和
５
年
度

か
ら
県
下
随
一
の
伝
統
校
で
あ
る
母
校
の
校

長
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

大
き
な
感
謝
・
感
激
と
と
も
に
生
徒
・
保
護

者
・
地
域
・
同
窓
会
に
対
す
る
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
学
校
の
様
子
は
、
学
校
規
模

が
30
学
級
（
普
通
科
27
学
級
・
染
織
デ
ザ
イ

ン
科
３
学
級
）で
生
徒
数
は
1
，
2
0
0
名
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
５
月
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
、
徐
々
に
学
校
生
活

も
平
常
復
帰
し
、
生
徒
は
活
気
が
あ
り
勉
学
・

生
徒
会
活
動
・
部
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り

組
み
「
文
武
両
道
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
様
々

な
分
野
で
輝
か
し
い
実
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
に
お
け
る
、
な
ぎ
な
た
競
技
女
子
団

体
２
連
覇
を
始
め
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
男

子
卓
球
、
弓
道
、
水
泳
飛
込
、
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

な
ど
の
活
躍
、
文
化
系
で
も
、
生
物
部
の「
オ

キ
ナ
ワ
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
の
形
態
の
研

究
」
が
沖
縄
青
少
年
科
学
作
品
展
に
お
い
て

最
高
賞
で
あ
る
沖
縄
県
知
事
賞
等
県
内
三
冠

の
他
、
軽
音
楽
、
囲
碁
・
将
棋
、
放
送
、
書
道
、

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
、
文
芸
、
美
術
工

芸
、
吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
多
数
の
県
内
大
会

上
位
入
賞
・
九
州
大
会
・
全
国
大
会
派
遣
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
に
お

い
て
も
第
64
回
卒
業
作
品
展
「
そ
め
お
り
展
」

の
開
催
、
各
種
作
品
展
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入

賞
な
ど
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
新
た
な
創
造
を

実
現
す
る
様
々
な
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
春
卒
業
し
た
第
79
期
生
の
主
な
進
路
実

績
と
し
ま
し
て
は
、
３
月
末
現
在
で
、
国
公
立

大
学
に
琉
球
大
学
82
名
、
県
立
芸
大
４
名
を

含
め
県
内
100
名
、
東
京
芸
術
大
学
、
神
戸
大
学
、

九
州
大
学
な
ど
県
外
44
名
、
計
144
名
が
合
格

し
て
い
ま
す
。ま
た
私
立
大
学
は
延
べ
人
数

と
し
て
、
県
内
137
名
、
早
稲
田
大
学
、
明
治
大

学
、
青
山
学
院
大
学
、
関
関
同
立
な
ど
県
外
155

名
、計
299
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
建
学
の
精
神
「
海
邦
養
秀
」
の

継
承
と
本
校
の
精
神
文
化
「
震
天
動
地
」
の
も

と
文
武
両
道
に
徹
し
、
次
代
を
拓
く
、
知
性
と

品
性
を
備
え
た
逞
し
い
人
材
の
育
成
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
養
秀
同
窓
会
に

は
毎
年
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支

援
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和5年度  生徒実績
4月7日 第81回　入学式　染織デザイン科37名　普通科360名　計397名　入学
４月 第39回海邦国体記念高校卓球大会　団体３位
 第47回沖縄県高等学校文化連盟夏季大会　将棋　男子団体優勝
 囲碁　個人優勝　１年　坂下 悠太
17日 平安杯第68回全九州バレーボール総合選手権大会
５月 第68回全九州バレーボール総合選手権大会　男女出場　女子３位
 県高校総合体育大会
 卓球　個人優勝　１年　玉城 一真　　３位　１年　浜川 泰地
 弓道　団体男子優勝　女子３位
 弓道　個人男子優勝　３年　湧稲國 安琉　　３位　小橋川 祐　　４位　比嘉 徳和
 飛込競技　個人優勝　２年　津波 すみれ
 競泳　バタフライ　個人２位　３年　當間 温
 なぎなた競技女子　演技女子　優勝　３年　平安名 はな　泉水 ほのか
 ホッケー競技　女子優勝
 
８月 全国高等学校総合体育大会　なぎなた競技団体優勝　全国制覇２連覇
 演技優勝　３年　泉水 ほのか　平安名 はな　　準優勝　城間 こころ　栄野川 美羽
 
トピック 首里高校の敷地内より琉球王朝時代のウルシ属の種子が発見された！と沖縄県教育委員会から発表
 
９月 第47回沖縄県高校文化連盟囲碁将棋秋季大会　将棋部門優勝　２年　松島 琉緯　　囲碁部門優勝　１年　坂下 悠太
 沖縄県新人卓球選手権大会　男子ダブルス優勝　１年　玉城 一真　浜川 泰地　　男子シングル３位　浜川 泰地
 日本情報処理検定協会　会長賞　六種目一級以上合格　３年 大城朋恵
 
10月 沖縄県高等学校新人体育大会　弓道競技　団体男子２位　女子３位
 個人戦２位　２年　儀間 梨津
 第63回沖縄県生徒科学賞作品展・第７０回高校生による生物科学展
 最優秀賞　生物部「オキナワウスカワイマイマイの形態の研究４
 ～沖縄島調査と校内調査を通じて」
 第71回全琉小中高校図画作文書道コンクール　最優秀賞　作文２年　菊川 乙音
 書道１年　伊敷 玲海　石原 苺
 沖縄県高等学校新人体育大会なぎなた競技　団体優勝
 演技優勝　２年　仲間 木里　栄野川美羽　　個人３位　宮平 奈沙
 団体男子優勝　男子ダブルス優勝１年　玉城 一真　浜川 泰地
 男子シングルス第２位　浜川 泰地　　第３位　玉城 一真
 第５回SKDC学生かりゆしデザインコンテスト　銀賞　３年　高良 百花　千柴 万紅
 
11月 第70回高校生による生物科学展　最優秀賞　生物部
 第35回沖縄県高等学校書道展　書道部門　高文連会長賞　２年　大濱 詩子
 優秀賞　１年　石原 苺　狩俣 栞旺
 第45回九州高校放送コンテスト　個人部門アナウンス　最優秀２年　久手堅 世奈
 優秀２年　赤嶺 瑞起　１年　當山 あかり　　朗読　優秀　２年　友寄 優歌
 税に関する高校生の作文　沖縄国税事務所所長賞　１年　仲西 由菜
 
１２月 第42回沖縄県なぎなた大会　演技優勝　個人優勝　団体優勝
 第68回沖縄県高等学校新人バレーボール競技大会　女子　優勝　男子　準優勝
 第73回全日本学生書道展　高校の部　文部科学大臣賞　３年　内間 琉
 第13回　沖縄県新聞スクラップコンテスト　学校賞　首里高校
 県PTA連合会会長賞　3年　東迎 咲月
 沖縄タイムス社長賞　3年　東里 こころ　1年宮里 來弥
 「2023うらそえYA文芸賞」短編小説部門　図書館長賞　2年　眞栄城 琉那
 第16回高校生環境小論文コンクール　最優秀賞　2年　菊川 乙音
 那覇南部地区サッカー大会　準優勝　女子
 
1月 弓道例会　男子団体優勝
 第72回全沖縄高等学校冬季バレーボール選手権　女子優勝
 第54回新春囲碁最強戦　優勝　1年　坂下 悠太　六段
 
3月 第79回卒業式　染織デザイン科　36名　普通科　352名　計388名　卒業
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　先輩会員・若い会員との交流を通してます
ます同窓会の絆が拡がっている支部です。若
い会員がふえる努力もしています。各支部と
もコロナ禍で気軽に集まれる状況ではありま
せんが、情報発信に工夫をしながら支部会運
営に努力しております。
　昨年度の支部の状況をお知らせします。

　令和５年12月６日、
37期養秀同窓会を博
多駅前の日航ホテルで

行いました。会計報告と共に各会員の
近況報告を話して頂き、学生時代を懐
かしく思い出しました。
　私は町内会長と言うこともあり、町内にある那の津公園の管理
も託されています。安心、安全な町、差別のない明るい町づくりの
為、公園に花を植え育てながら公園に来る不特定多数の人々と
「こんにちは！」と挨拶を交わしながら、「イチャリバチョーディ」の心
をもって仲間づくりをしたいと思っています。又校区内の学生の登
校時交差点横断歩道で子供達と歩行者の皆様の安全の為６年間
見守りを続けています。【おはよう】と声をかけながら沖縄出身、首
里高出身の方と出会う事があれば幸せです。【チバリヨー】と声を
かけたいです。

福岡支部長：安室　米蔵（16期）　【電話】090-8352-2508

　東京支部は、これ
まで永きにわたり養
秀同窓会東京支部

長として支部の発展に大きく貢献さ
れてきました吉田英雄氏が退任さ
れ、事務局も新たに令和６年度の総
会を６月９日（日）13時からアルカ
ディア市ヶ谷で開催いたします。新
役員体制の下、東京支部のさらなる発展を目指し、役員一同邁進して参ります。

東京支部長：大城　洋子（21期）　【電話】080-5096-9233
　事務局長：上原　清美（31期）　【電話】090-1457-4061

　我が支部は、関西一
円と近隣県に住む首里
高校卒業生をもって構

成されています。「母校の発展を願い、
あわせて会員の親睦・交流をはかるこ
と」が最大の使命だと考えて活動して
おります。新型コロナウイルス感染症により活動を休止しておりまし
たが、昨年は與儀毅会長と津野良信校長をお招きして支部総会を
開催いたしました。また10月には丹波篠山市で「秋の味覚と行楽の
集い」を開くことができました。今年の総会も同じ場所・大阪梅田の
新阪急ホテルで６月８日（土）16時から開催します。もちろん、楽しい
秋の行事も予定しております。若い世代の息吹が今後の成長に不
可欠だと思いますので、多くの同窓生の参集を期待いたします。

関西支部長：鎮西 忠信（15期）　【電話】078-708-7236
　事務局長：小渡 照生（20期）　【電話】事務局（小渡）072-964-7237

　昭和は戦争の時代、平成は自然災害の時
代、令和は感染症の時代か、と思っていました
ら、令和６年元旦早々能登半島地震があり、い

つの時代も自然災害は避けられないものです。しかし、せめて戦争
と感染症は人知をもって避けたいものです。
　さて、コロナ禍もひと段落しましたようですが、鹿児島支部では
５年度は支部会を開催できませんでした。今年はぜひ、鹿児島に勉
学に来ている学生にも連絡をとり、一堂に会したいと思っていま
す。首里高校の進路担当の先生には、鹿児島に来られる学生には、
鹿児島支部の存在と支部長の連絡先を知らせてくださるように、
また、当方への情報提供と当方からの連絡の許可をもらってくだ
さるようにお願いします。
　一昔前のように鹿児島経由で本土各地への旅を考慮してみてく
ださい。鹿児島ご来訪の折はご連絡ください。

鹿児島支部長：宇根　文穗（23期）　【電話】090-3607-5933
　　事務局長：安江　弘（28期）　　【電話】090-7158-5418

　平成28年４月に発生
した熊本地震から早７
年10か月が経ちまし

た。私が仕事をしている阿蘇では昨年
12月に阿蘇神社楼門が復興して立派
にそびえ立っています。熊本震災の時
には、首里高校同級生から多くの励ましと支援を頂き勇気と希望
を持って乗り切ることが出来ました。感謝しています。元日に起こっ
た能登半島地震に接して、熊本地震の時を思い出しました。支援と
復興の祈りを捧げたいと思います。
　熊本支部の同窓会はまだ全体では開催していません。前支部長
の儀間俊彦さんと２名でイベントを練っています。いつも沖縄の発
展を願っています。熊本県にお越しの際はご連絡下さい。

熊本支部長：我那覇　生純　【電話】090-3010-9803
　　　　　　　　　　　　　　　ganaha@kizuna_mc.com

（24期）
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　先輩会員・若い会員との交流を通してます
ます同窓会の絆が拡がっている支部です。若
い会員がふえる努力もしています。各支部と
もコロナ禍で気軽に集まれる状況ではありま
せんが、情報発信に工夫をしながら支部会運
営に努力しております。
　昨年度の支部の状況をお知らせします。

　令和５年12月６日、
37期養秀同窓会を博
多駅前の日航ホテルで

行いました。会計報告と共に各会員の
近況報告を話して頂き、学生時代を懐
かしく思い出しました。
　私は町内会長と言うこともあり、町内にある那の津公園の管理
も託されています。安心、安全な町、差別のない明るい町づくりの
為、公園に花を植え育てながら公園に来る不特定多数の人々と
「こんにちは！」と挨拶を交わしながら、「イチャリバチョーディ」の心
をもって仲間づくりをしたいと思っています。又校区内の学生の登
校時交差点横断歩道で子供達と歩行者の皆様の安全の為６年間
見守りを続けています。【おはよう】と声をかけながら沖縄出身、首
里高出身の方と出会う事があれば幸せです。【チバリヨー】と声を
かけたいです。

福岡支部長：安室　米蔵（16期）　【電話】090-8352-2508

　東京支部は、これ
まで永きにわたり養
秀同窓会東京支部

長として支部の発展に大きく貢献さ
れてきました吉田英雄氏が退任さ
れ、事務局も新たに令和６年度の総
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と」が最大の使命だと考えて活動して
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新阪急ホテルで６月８日（土）16時から開催します。もちろん、楽しい
秋の行事も予定しております。若い世代の息吹が今後の成長に不
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関西支部長：鎮西 忠信（15期）　【電話】078-708-7236
　事務局長：小渡 照生（20期）　【電話】事務局（小渡）072-964-7237

　昭和は戦争の時代、平成は自然災害の時
代、令和は感染症の時代か、と思っていました
ら、令和６年元旦早々能登半島地震があり、い
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鹿児島支部の存在と支部長の連絡先を知らせてくださるように、
また、当方への情報提供と当方からの連絡の許可をもらってくだ
さるようにお願いします。
　一昔前のように鹿児島経由で本土各地への旅を考慮してみてく
ださい。鹿児島ご来訪の折はご連絡ください。

鹿児島支部長：宇根　文穗（23期）　【電話】090-3607-5933
　　事務局長：安江　弘（28期）　　【電話】090-7158-5418

　平成28年４月に発生
した熊本地震から早７
年10か月が経ちまし

た。私が仕事をしている阿蘇では昨年
12月に阿蘇神社楼門が復興して立派
にそびえ立っています。熊本震災の時
には、首里高校同級生から多くの励ましと支援を頂き勇気と希望
を持って乗り切ることが出来ました。感謝しています。元日に起こっ
た能登半島地震に接して、熊本地震の時を思い出しました。支援と
復興の祈りを捧げたいと思います。
　熊本支部の同窓会はまだ全体では開催していません。前支部長
の儀間俊彦さんと２名でイベントを練っています。いつも沖縄の発
展を願っています。熊本県にお越しの際はご連絡下さい。

熊本支部長：我那覇　生純　【電話】090-3010-9803
　　　　　　　　　　　　　　　ganaha@kizuna_mc.com

たくさんのご寄付、ありがとうございましたたくさんのご寄付、ありがとうございました
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養秀育英奨学金事業養秀育英奨学金事業

新垣　淑行新垣　淑行
安里　良盛安里　良盛

文庫事業文庫事業
玉城　盛松玉城　盛松

板 井 　 八 重 子
（故）板井優様（23期）ご遺族
板 井 　 八 重 子
（故）板井優様（23期）ご遺族

島袋　秀文島袋　秀文
首里高定時４期会首里高定時４期会
平良　佳朗平良　佳朗
玉城　盛松玉城　盛松
名護　良健名護　良健
八巻　英航八巻　英航
又吉　孝一又吉　孝一

第 1 7 回養秀同窓会
ゴルフ大会実行委員会
第 1 7 回養秀同窓会
ゴルフ大会実行委員会

慰 霊 祭 御 香 典慰 霊 祭 御 香 典
新垣　淑行新垣　淑行

上田 亨／道場 禎一上田 亨／道場 禎一
奥村　敏郎奥村　敏郎

株 式 会 社 日 本
電 波 ニ ュ ー ス
株 式 会 社 日 本
電 波 ニ ュ ー ス
上智学院（広島）・
山 田　親 信
上智学院（広島）・
山 田　親 信
田端　紀代子田端　紀代子

展示室設置募金箱展示室設置募金箱
当山　正子当山　正子
根保　清善根保　清善
畑中　幸子畑中　幸子

平和学習フィールド
ワ ー ク 参 加 者
平和学習フィールド
ワ ー ク 参 加 者
北 海 道 労 働 組 合
総 連 合（ 道 労 連 ）
北 海 道 労 働 組 合
総 連 合（ 道 労 連 ）

展示室事業
(慰霊祭､遺書修復等)

展示室事業
(慰霊祭､遺書修復等)

　令和6年９月27日（金）沖縄カントリーゴルフ
クラブで開催されます。大会の目的は会員相
互の親睦を図るとともにその収益は養秀育英
奨学金に寄付されます。
　昨年度の大会は令和5年9月19日（火）に沖縄
カントリーゴルフクラブに行なわれ、102名の
参加がありました。会費収入、寄付金収入か
ら必要経費を差し引き452,713円の収益となり
ました。
　今年も多数のご参加くださいますようお願
い致し、ご案内申し上げます。（なお、詳細は
同窓会事務局に問い合わせください）

　令和6年９月27日（金）沖縄カントリーゴルフ
クラブで開催されます。大会の目的は会員相
互の親睦を図るとともにその収益は養秀育英
奨学金に寄付されます。
　昨年度の大会は令和5年9月19日（火）に沖縄
カントリーゴルフクラブに行なわれ、102名の
参加がありました。会費収入、寄付金収入か
ら必要経費を差し引き452,713円の収益となり
ました。
　今年も多数のご参加くださいますようお願
い致し、ご案内申し上げます。（なお、詳細は
同窓会事務局に問い合わせください）

第18回

養秀同会ゴルフコンペ大会の
お知らせ

第18回

養秀同会ゴルフコンペ大会の
お知らせ
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今年度から年会費がスマホを使ってQRコードからクレ
ジット決済で支払えるようになりました。

どこからでも簡単に会費が支払えます。会報誌やホー
ムページからQRコードをカメラで読み取って気軽にア
クセス。
▶年間費登録フォームから、お名前や
住所、連絡先を入力すればクレジット
カード決済が可能です。ぜひこちらの
QRコードからご利用ください。

このたび広報委員会の新しいメンバーとなり、久しぶ
りに訪れた会館と一中健児之塔。桜、椿、ハイビス

カスなどが咲き誇り、穏やかな風景が懐かしく広がっていました。慰霊
祭の時期がまた近づいております。また、詩人の山之口貘と歴史家の東
恩納寛惇の自筆書の修復作業がこのほど終了しました。今号６ページに
も詳しく解説していますので、ぜひご覧くださいね！

親川　哲　４７期
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〒903-0815 那覇市首里金城町1－7
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電話・ＦＡＸ 098-885-6437

Eメール　youshu@woody.ocn.ne.jp

URL　http://www.youshu.com/

年会費納入のご案内 ～年会費納入方法にQR決済が新しく加わりました！～
同窓会の年会費は 1000 円です。養秀同窓会はすべての同窓生の皆様からお納めい
ただく年会費などで運営されています。年会費は同窓会の運営や母校の発展のため
大切に使わさせていただいております。年会費納入へのご協力をお願い申し上げます。
また、ご友人や周りの同窓生の方へお声掛けもお願いできれば幸いです。

●ゆうちょ銀行　02040-5-45144 一般社団法人養秀同窓会
　【金融機関からお振込みの場合】 二〇九店（当）45144  一般社団法人養秀同窓会
●琉球銀行 首里支店（普）582610     一般社団法人養秀同窓会　会長　與儀 毅
●沖縄銀行 鳥堀支店（普）1403491  一般社団法人養秀同窓会　会長　與儀 毅
●海邦銀行 汀良支店（普）0243002  一般社団法人養秀同窓会　会長　與儀 毅
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